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(57)【要約】
方法および装置は、ＷｉＦｉセクタ化メディアアクセス
制御強化（ＷｉＳＥ　ＭＡＣ）に対して用いられ得る。
ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＳＴＡは、第２のＳＴＡに関
連付けられた第１のセクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）の全
方向式表示を受信し得る。全方向式表示は、第１のセク
タ化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタ識別子（Ｉ
Ｄ）を含むことができる。ＳＴＡは、第２のセクタ化Ｔ
ＸＯＰに関連付けられた第２のセクタが、第１のセクタ
化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタと干渉しない
ことを条件として、第２のセクタ化ＴＸＯＰの指向性表
示を送信することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のステーション（ＳＴＡ）における使用のための方法であって、前記第１のＳＴＡ
は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ＳＴＡであって、前記方法は、
　第２のＳＴＡに関連付けられた、第１のセクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）の全方向式表示
を受信するステップであって、前記全方向式表示は、前記第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連
付けられた第１のセクタ識別子（ＩＤ）を含む、ステップと、
　第２のセクタ化ＴＸＯＰは、第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第１のセク
タに干渉しないという条件で、前記第１のＳＴＡに関連付けられた前記第２のセクタ化Ｔ
ＸＯＰの指向性表示を送信するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉する複数のセク
タの表示を、アクセスポイント（ＡＰ）から受信するステップと、
　前記ＡＰから受信された表示に基づいて、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられ
た前記第２のセクタが、前記第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタに干
渉するかどうかを判定するステップと
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＳＴＡは、重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）におけるものであることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＳＴＡは、アクセスポイント（ＡＰ）であることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　第１のステーション（ＳＴＡ）における使用のための方法であって、前記第１のＳＴＡ
は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ＳＴＡであって、前記方法は、
　第１のセクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）を予約している、重複基本サービスセット（ＯＢ
ＳＳ）における第２のＳＴＡから、第１の全方向式送信可（ＣＴＳ）フレームを受信する
ステップであって、前記第１の全方向式ＣＴＳフレームは、前記第１のセクタ化ＴＸＯＰ
に関連付けられた第１のセクタ識別子（ＩＤ）を含む、ステップと、
　前記第１のセクタＩＤに関連付けられた第１のセクタが、第２のセクタ化ＴＸＯＰに関
連付けられた第２のセクタに干渉するかどうかを判定するステップと
　前記第１のセクタＩＤに関連付けられた前記第１のセクタが、前記第２のセクタ化ＴＸ
ＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉しないという条件で、関連付けられるＴＸ
ＰＯは前記第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるということを示しているセクタ化送
信要求（ＲＴＳ）フレームを、第３のＳＴＡに送信するステップであって、前記セクタ化
ＲＴＳフレームは、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第２のセクタ化ＩＤを
さらに示す、ステップと、
　前記セクタ化ＲＴＳフレームに応答して、第２の全方向式ＣＴＳフレームを前記第３の
ＳＴＡから受信するステップと、
　前記全方向式ＣＴＳフレームに応答して、セクタ化送信を、前記第３のＳＴＡに送信す
るステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記第１のセクタＩＤに関連付けられた前記第１のセクタが、前記第２のセクタ化ＴＸ
ＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉するかどうかを判定するステップは、前記
第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉する複数のセクタの表
示をＡＰから受信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
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　前記第１のセクタＩＤに関連付けられた前記第１のセクタが、前記第２のセクタ化ＴＸ
ＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉するかどうかを判定するステップは、ネッ
トワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）が前記第１のセクタに対して設定されたかどうかを
判定するステップをさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記セクタ化送信は、セクタ化送信の表示と、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付け
られた前記第２のセクタＩＤの表示とを含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記関連付けられるＴＸＯＰは第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるという表示、
および前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタＩＤの表示は、前
記セクタ化ＲＴＳフレームの物理層コンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）ヘッダに含
まれることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記関連付けられるＴＸＯＰは第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるという表示、
および前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタＩＤの表示は、前
記セクタ化ＲＴＳフレームのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）フィールドに含まれること
を特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１１】
　前記関連付けられるＴＸＯＰは第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるという表示、
および前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタＩＤの表示は、１
つのフィールドに組み合わされることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の全方向式ＣＴＳフレームに含まれた前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付け
られた前記第２のセクタＩＤは、前記セクタ化ＲＴＳフレームからコピーされることを特
徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１３】
　第１のステーション（ＳＴＡ）における使用のための方法であって、前記第１のＳＴＡ
は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ＳＴＡであって、前記方法は、
　関連付けられる送信機会（ＴＸＯＰ）はセクタ化ＴＸＯＰになることになるということ
を示している全方向式送信要求（ＲＴＳ）フレームを、アクセスポイント（ＡＰ）から受
信するステップであって、前記全方向式ＲＴＳフレームは、前記セクタ化ＴＸＯＰに関連
付けられたセクタ識別子（ＩＤ）を示す、ステップと、
　前記全方向式ＲＴＳフレームに応答して全方向式送信可（ＣＴＳ）フレームを送信する
ステップであって、前記全方向式ＣＴＳフレームは、前記関連付けられるＴＸＯＰがセク
タ化ＴＸＯＰになることになることを示し、および前記全方向式ＣＴＳフレームは、前記
セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤをさらに示す、ステップと、
　セクタ化送信を前記ＡＰから受信するステップであって、前記セクタ化送信は、セクタ
化送信の表示と、前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤとを含む、ステ
ップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　第２のＳＴＡが、前記第１のＳＴＡのセクタと競合しないセクタにおけるものであると
いう条件で、前記全方向式ＣＴＳフレームは、重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）にお
ける前記第２のＳＴＡが、前記ＴＸＯＰの間、第２のＡＰと通信できるようにすることを
特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記関連付けられるＴＸＯＰはセクタ化ＴＸＯＰになることになるという前記表示、お
よび前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤの前記表示は、前記全方向式
ＲＴＳフレームの物理層コンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）ヘッダに含まれること
を特徴とする請求項１３に記載の方法。
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【請求項１６】
　前記関連付けられるＴＸＯＰはセクタ化ＴＸＯＰになることになるという前記表示、お
よび前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤの前記表示は、前記全方向式
ＲＴＳフレームのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）フィールドに含まれることを特徴とす
る請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記関連付けられるＴＸＯＰはセクタ化ＴＸＯＰになることになるという前記表示、お
よび前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤの前記表示は、１つのフィー
ルドに組み合わされることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のＳＴＡに関連付けられたセクタに干渉する重複基本サービスセット（ＯＢＳ
Ｓ）における少なくとも１つのセクタのセクタＩＤの表示を、前記ＡＰから受信するステ
ップをさらに備えたことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記全方向式ＣＴＳフレームに含まれた前記ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤ
は、前記全方向式ＲＴＳフレームからコピーされることを特徴とする請求項１３に記載の
方法。
【請求項２０】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ＳＴＡである第１のステーション（ＳＴＡ）であって、
　第２のＳＴＡに関連付けられた、第１のセクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）の全方向式表示
を受信するように構成された受信機であって、前記全方向式表示は、前記第１のセクタ化
ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタ識別子（ＩＤ）を含む、受信機と、
　第２のセクタ化ＴＸＯＰは、第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第１のセク
タに干渉しないという条件で、前記第１のＳＴＡに関連付けられた前記第２のセクタ化Ｔ
ＸＯＰの指向性表示を送信するように構成された送信機と
　を備えたことを特徴とする第１のＳＴＡ。
【請求項２１】
　前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉する複数のセク
タの表示を、アクセスポイント（ＡＰ）から受信するようにさらに構成された前記受信機
と、
　前記ＡＰから受信された表示に基づいて、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられ
た前記第２のセクタが、前記第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタに干
渉するかどうかを判定するように構成されたプロセッサと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項２０に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項２２】
　前記第２のＳＴＡは、重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）におけるものであることを
特徴とする請求項２０に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項２３】
　前記第１のＳＴＡは、アクセスポイント（ＡＰ）であることを特徴とする請求項２０に
記載の第１のＳＴＡ。
【請求項２４】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１準拠である第１のＳＴＡであって、
　第１のセクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）を予約している、重複基本サービスセット（ＯＢ
ＳＳ）における第２のＳＴＡから、第１の全方向式送信可（ＣＴＳ）フレームを受信する
ように構成された受信機であって、前記第１の全方向式ＣＴＳフレームは、前記第１のセ
クタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタ識別子（ＩＤ）を含む、受信機と、
　前記第１のセクタＩＤに関連付けられた第１のセクタが、第２のセクタ化ＴＸＯＰに関
連付けられた第２のセクタに干渉するかどうかを判定するプロセッサと
　前記第１のセクタＩＤに関連付けられた前記第１のセクタが、前記第２のセクタ化ＴＸ
ＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉しないという条件で、関連付けられるＴＸ



(5) JP 2016-524377 A 2016.8.12

10

20

30

40

50

ＰＯは前記第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるということを示しているセクタ化送
信要求（ＲＴＳ）フレームを、第３のＳＴＡに送信する送信機であって、前記セクタ化Ｒ
ＴＳフレームは、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第２のセクタ化ＩＤをさ
らに示す、送信機と
　を備え、前記受信機は、前記セクタ化ＲＴＳフレームに応答して、第２の全方向式ＣＴ
Ｓフレームを前記第３のＳＴＡから受信するようにさらに構成され、
　前記送信機は、前記全方向式ＣＴＳフレームに応答して、セクタ化送信を、前記第３の
ＳＴＡに送信するようにさらに構成される
　ことを特徴とする第１のＳＴＡ。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに
干渉する複数のセクタのＡＰから受信された表示に基づいて、前記第１のセクタ化ＩＤに
関連付けられた前記第１のセクタが、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記
第２のセクタに干渉するかどうかを判定するようにさらに構成されたことを特徴とする請
求項２４に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、前記第１のセクタＩＤに関連付けられた前記第１のセクタが、前記
第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタに干渉するかどうかを判定す
るステップは、ネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）が前記第１のセクタに対して設
定されたかどうかを判定するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項２４に記載
の第１のＳＴＡ。
【請求項２７】
　前記セクタ化送信は、セクタ化送信の表示と、前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付け
られた前記第２のセクタＩＤの表示とを含むことを特徴とする請求項２４に記載の第１の
ＳＴＡ。
【請求項２８】
　前記関連付けられるＴＸＯＰは第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるという表示、
および前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタＩＤの表示は、前
記セクタ化ＲＴＳフレームの物理層コンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）ヘッダに含
まれることを特徴とする請求項２４に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項２９】
　前記関連付けられるＴＸＯＰは第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるという表示、
および前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタＩＤの表示は、前
記セクタ化ＲＴＳフレームのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）フィールドに含まれること
を特徴とする請求項２４に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３０】
　前記関連付けられるＴＸＯＰは第２のセクタ化ＴＸＯＰになることになるという表示、
および前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記第２のセクタＩＤの表示は、１
つのフィールドに組み合わされることを特徴とする請求項２４に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３１】
　前記第２の全方向式ＣＴＳフレームに含まれた前記第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付け
られた前記第２のセクタＩＤは、前記セクタ化ＲＴＳフレームからコピーされることを特
徴とする請求項２４に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３２】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１準拠である第１のステーション（ＳＴＡ）であって、
　関連付けられる送信機会（ＴＸＯＰ）はセクタ化ＴＸＯＰになることになるということ
を示している全方向式送信要求（ＲＴＳ）フレームを、アクセスポイント（ＡＰ）から受
信するように構成された受信機であって、前記全方向式ＲＴＳフレームは、前記セクタ化
ＴＸＯＰに関連付けられたセクタ識別子（ＩＤ）を示す、受信機と、
　前記全方向式ＲＴＳフレームに応答して全方向式送信可（ＣＴＳ）フレームを送信する
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ように構成された送信機であって、前記全方向式ＣＴＳフレームは、前記関連付けられる
ＴＸＯＰがセクタ化ＴＸＯＰになることになることを示し、および前記全方向式ＣＴＳフ
レームは、前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤをさらに示す、送信機
と
　を備え、前記受信機は、セクタ化送信を前記ＡＰから受信するようにさらに構成され、
前記セクタ化送信は、セクタ化送信の表示と、前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前
記セクタＩＤとを含む
　ことを特徴とする第１のＳＴＡ。
【請求項３３】
　第２のＳＴＡが、前記第１のＳＴＡのセクタと競合しないセクタにおけるものであると
いう条件で、前記全方向式ＣＴＳフレームは、重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）にお
ける前記第２のＳＴＡが、前記ＴＸＯＰの間、第２のＡＰと通信できるようにすることを
特徴とする請求項３２に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３４】
　前記関連付けられるＴＸＯＰはセクタ化ＴＸＯＰになることになるという前記表示、お
よび前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤの前記表示は、前記全方向式
ＲＴＳフレームの物理層コンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）ヘッダに含まれること
を特徴とする請求項３２に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３５】
　前記関連付けられるＴＸＯＰはセクタ化ＴＸＯＰになることになるという前記表示、お
よび前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤの前記表示は、前記全方向式
ＲＴＳフレームのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）フィールドに含まれることを特徴とす
る請求項３２に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３６】
　前記関連付けられるＴＸＯＰはセクタ化ＴＸＯＰになることになるという前記表示、お
よび前記セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤの前記表示は、１つのフィー
ルドに組み合わされることを特徴とする請求項３２に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３７】
　前記受信機は、前記第１のＳＴＡに関連付けられたセクタに干渉する重複基本サービス
セット（ＯＢＳＳ）における少なくとも１つのセクタのセクタＩＤの表示を、前記ＡＰか
ら受信するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項３２に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項３８】
　前記全方向式ＣＴＳフレームに含まれた前記ＴＸＯＰに関連付けられた前記セクタＩＤ
は、前記全方向式ＲＴＳフレームからコピーされることを特徴とする請求項３２に記載の
第１のＳＴＡ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ＷｉＦｉセクタ化ＭＡＣ強化のための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＩＢＳＳ）モードにおけるＷＬＡＮは、Ｂ
ＳＳのためのアクセスポイント（ＡＰ）、およびＡＰに関連付けられた１または複数のス
テーション（ＳＴＡ）を有する。ＡＰは通常は、インターネットからまたはそれへのなど
の、ＢＳＳ内へのまたはその外へのトラフィックを運ぶ分配システム（ＤＳ）、または他
のタイプの有線／無線ネットワークへのアクセスまたはインターフェースを有する。ＢＳ
Ｓの外部から生じる、ＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを通して到着し、ＳＴＡに届けら
れる。ＢＳＳの外部の送信先に対してＳＴＡから生じるトラフィックは、それぞれの送信
先に届けられるようにＡＰに送られる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックもＡＰを通し
て送られ、発信元ＳＴＡはトラフィックをＡＰに送り、ＡＰはトラフィックを送信先ＳＴ



(7) JP 2016-524377 A 2016.8.12

10

20

30

40

50

Ａに届ける。このようなＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ピアツーピアトラフィッ
クと見なされる。このようなピアツーピアトラフィックはまた、ＩＥＥＥ　８０２．１１
ｅ　ＤＬＳ、またはＩＥＥＥ　８０２．１１ｚトンネルＤＬＳ（ＴＤＬＳ）を用いた直接
リンクセットアップ（ＤＬＳ）によって、発信元ＳＴＡと送信先ＳＴＡの間で直接送られ
得る。独立ＢＳＳモードでのＷＬＡＮはＡＰを持たず、したがってＳＴＡは互いに直接通
信する。
【発明の概要】
【０００３】
　方法および装置は、ＷｉＦｉ（登録商標）セクタ化メディアアクセス制御強化（ＷｉＳ
Ｅ　ＭＡＣ）に対して用いられ得る。ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＳＴＡは、第２のＳＴＡ
に関連付けられた第１のセクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）の全方向式表示を受信する。全方
向式表示は、第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタ識別子（ＩＤ）を含
むことができる。ＳＴＡは、第２のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第２のセクタが、
第１のセクタ化ＴＸＯＰに関連付けられた第１のセクタと干渉しないことを条件として、
第２のセクタ化ＴＸＯＰの指向性表示を送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　添付の図面と共に例として示される以下の説明から、より詳細な理解が得られ得る。
【０００５】
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態が実現され得る、例示の通信システムのシ
ステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システムにおいて用いられ得る、例示の無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システムにおいて用いられ得る、例示の無線アクセスネ
ットワーク、および例示のコアネットワークのシステム図である。
【図２】ＩＥＥＥ　８０２．１１ａａ標準において指定されるＱＬｏａｄレポート要素を
示す図である。
【図３】ＩＥＥＥ　８０２．１１ａａ標準において指定されるＱＬｏａｄフィールドフォ
ーマットを示す図である。
【図４】例示のセクタ化動作を示す図である。
【図５】空間直交（ＳＯ）フレーム交換シーケンス１を示す図である。
【図６】ＳＯフレーム交換シーケンス２を示す図である。
【図７】ＳＯフレーム交換シーケンス３を示す図である。
【図８】ＳＯフレーム交換シーケンス４を示す図である。
【図９】どのようにＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆが、ＳＯ条件の検出を容易にし得るかを示す
図である。
【図１０】定期的セクタトレーニングを示す図である。
【図１１】送信要求（ＲＴＳ）／送信可（ＣＴＳ）メッセージのセクタ化送信がＡＰの送
信を阻止する、例示のシナリオを示す図である。
【図１２】どのようにセクタ化送信表示、セクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）表示、およびセ
クタＩＤ表示が、パケットのプリアンブルまたはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダ
内に含められ得るかを示す図である。
【図１３】重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）能力情報要素（ＩＥ）の例示の設計を示
す図である。
【図１４】そこでは２つのＡＰが共にセクタ化送信を行う能力を有する、２つの重複する
ＢＳＳの例示のシナリオを示す図である。
【図１５】ピアＡＰからセクタトレーニングフィードバックスケジュールを受信するＡＰ
に対する、例示のセクタ化トレーニング手順を示す図である。
【図１６】明示的ＡＰ間セクタ化送信トレーニングおよびフィードバックのための例示の
手順を示す図である。
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【図１７】さらなるＳＯフレーム交換シーケンスを示す図である。
【図１８】セクタ化送信が、進行中のセクタ化送信と競合しないことが知られていること
を条件として、セクタ化送信を行う手順を示す図である。
【図１９】高速セクタフィードバックＩＥの例示の設計を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態が実現され得る、例示の通信システム１
００の図である。通信システム１００は、複数の無線ユーザに、音声、データ、ビデオ、
メッセージング、放送その他などのコンテンツをもたらす多元接続方式とすることができ
る。通信システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソースの
共有を通して、このようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることができる。例
えば通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ
）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦＤ
ＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および同種のものなどの、１または複数のチャネルアクセス方
法を使用することができる。
【０００７】
　図１Ａに示されるように通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、コ
アネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、お
よび他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実施形態は、任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することが理
解されるであろう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無
線環境において動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスと
することができる。例としてＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線
信号を送信および／または受信するように構成されることができ、ユーザ機器（ＵＥ）、
モバイルステーション、固定またはモバイル加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ノートブック、パーソナルコン
ピュータ、無線センサ、民生用電子機器、および同種のものを含むことができる。
【０００８】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことができる
。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１
１０、および／または他のネットワーク１１２などの、１または複数の通信ネットワーク
へのアクセスを容易にするように、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
少なくとも１つと無線でインターフェース接続するように構成された任意のタイプのデバ
イスとすることができる。例として基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地トランシーバ局（
ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントロ
ーラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータ、および同種のものとすることができる。
基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ単一の要素として示されるが、基地局１１４ａ、１
１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含み得る
ことが理解されるであろう。
【０００９】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４の一部とすることができ、これはまた他の基地局、およ
び／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、
中継ノードその他などのネットワーク要素（図示せず）を含むことができる。基地局１１
４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれ得る特定の地理的領域
内で無線信号を送信および／または受信するように構成され得る。セルはさらにセルセク
タに分割され得る。例えば基地局１１４ａに関連付けられセルは、３つのセクタに分割さ
れ得る。したがって一実施形態では基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、すなわちセ
ルの各セクタに対して１つを含むことができる。他の実施形態では基地局１１４ａは、多
入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用することができ、したがってセルの各セクタに対して
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複数のトランシーバを利用することができる。
【００１０】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切な無線通信リンク（例えば無線周波数（ＲＦ
）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができるエ
アインターフェース１１６を通して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ
の１または複数と通信することができる。エアインターフェース１１６は、任意の適切な
無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて確立され得る。
【００１１】
　より具体的には、上記のように通信システム１００は、多元接続方式とすることができ
、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および同種のものなど
の１または複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えばＲＡＮ１０４内
の基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサル移動
体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実現するこ
とができ、これらは広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を用いてエアインターフェース１１６
を確立することができる。ＷＣＤＭＡ（登録商標）は、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ
）、および／またはＥｖｏｌｖｅｄ ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含
むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）、およ
び／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１２】
　他の実施形態では基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、Ｅ
ｖｏｌｖｅｄ ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実現するこ
とができ、これはロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバ
ンスト（ＬＴＥ－Ａ）を用いて、エアインターフェース１１６を確立することができる。
【００１３】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ　８０２．１６（すなわちマイクロ波アクセス用世界規模相互運用性（ＷｉＭＡ
Ｘ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、
暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（
ＩＳ－８５６）、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭ進化
型高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）、および同種のもの
などの無線技術を実現することができる。
【００１４】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、
またはアクセスポイントとすることができ、事業所、ホーム、乗り物、キャンパス、およ
び同種のものなどの、局所的領域における無線接続性を容易にするための任意の適切なＲ
ＡＴを利用することができる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ
、１０２ｄは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立するために、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１などの無線技術を実現することができる。他の実施形態では、基地局１
１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰ
ＡＮ）を確立するために、ＩＥＥＥ　８０２．１５などの無線技術を実現することができ
る。他の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ピコセル
またはフェムトセルを確立するために、セルラベースのＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ、ＣＤ
ＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用することができる。図１Ａに示
されるように基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有することができ
る。したがって基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を通じてインターネット１１
０にアクセスする必要はない。
【００１５】
　ＲＡＮ１０４はコアネットワーク１０６と通信することができ、これは音声、データ、
アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）
サービスを、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数にもたら
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すように構成された任意のタイプのネットワークとすることができる。例えばコアネット
ワーク１０６は、呼制御、料金請求サービス、モバイル位置ベースのサービス、プリペイ
ドコール、インターネット接続性、ビデオ配信などをもたらすことができ、および／また
はユーザ認証などの高レベルセキュリティ機能を行うことができる。図１Ａに示されない
が、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴ
または異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと、直接または間接に通信できることが理解さ
れるであろう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用し得るＲＡＮ１０４に接続されるこ
とに加えて、コアネットワーク１０６はまた、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図
示せず）と通信することができる。
【００１６】
　コアネットワーク１０６はまた、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／ま
たは他のネットワーク１１２にアクセスするように、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄのためのゲートウェイとして働くことができる。ＰＳＴＮ１０８は、従来
型電話サービス（plain old telephone service)（ＰＯＴＳ）をもたらす回線交換電話網
を含むことができる。インターネット１１０は、伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザ
データグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコル群に
おけるインターネットプロトコル（ＩＰ）などの、共通通信プロトコルを用いる相互接続
されたコンピュータネットワークおよびデバイスの、地球規模のシステムを含むことがで
きる。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用
される有線もしくは無線通信ネットワークを含むことができる。例えばネットワーク１１
２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用することができる１または
複数のＲＡＮに接続された、別のコアネットワークを含むことができる。
【００１７】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
またはすべては、マルチモード能力を含むことができ、すなわちＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを通して異なる無線ネットワークと通信
するための、複数のトランシーバを含むことができる。例えば図１Ａに示されるＷＴＲＵ
１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用することができる基地局１１４ａ、およびＩ
ＥＥＥ　８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように構成さ
れ得る。
【００１８】
　図１Ｂは、例示のＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるようにＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マ
イク１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、非リムーバブルメ
モリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チ
ップセット１３６、および他の周辺装置１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、
実施形態と一貫性を保ちながら、上記の要素の任意のサブコンビネーションを含み得るこ
とが理解されるであろう。
【００１９】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１または
複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他の
タイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械、および同種のものとすることができる。プロセッ
サ１１８は、信号符号化、データ処理、電源制御、入力／出力処理、および／またはＷＴ
ＲＵ１０２が無線環境において動作することを可能にする任意の他の機能を行うことがで
きる。プロセッサ１１８はトランシーバ１２０に結合されることができ、これは送受信要
素１２２に結合され得る。図１Ｂはプロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を別々の
構成要素として示すが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０は、電子回路パッケ
ージまたはチップ内に一緒に統合され得ることが理解されるであろう。
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【００２０】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を通して、基地局（例えば基地局１
１４ａ）に信号を送信し、またはそれから信号を受信するように構成され得る。例えば一
実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するように構成
されたアンテナとすることができる。他の実施形態では送受信要素１２２は、例えばＩＲ
、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構成された、放射器／検
出器とすることができる。他の実施形態では送受信要素１２２は、ＲＦおよび光信号の両
方を送信および受信するように構成され得る。送受信要素１２２は、無線信号の任意の組
み合わせを送信および／または受信するように構成され得ることが理解されるであろう。
【００２１】
　さらに図１Ｂでは送受信要素１２２は単一の要素として示されるが、ＷＴＲＵ１０２は
、任意の数の送受信要素１２２を含むことができる。より具体的にはＷＴＲＵ１０２は、
ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって一実施形態ではＷＴＲＵ１０２は、エ
アインターフェース１１６を通して無線信号を送信および受信するための、２つ以上の送
受信要素１２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２２】
　トランシーバ１２０は、送受信要素１２２によって送信されることになる信号を変調し
、送受信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成され得る。上記のよう
にＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有することができる。したがってトランシーバ
１２０は、例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ　８０２．１１などの複数のＲＡＴを通じてＷ
ＴＲＵ１０２が通信することを可能にするために、複数のトランシーバを含むことができ
る。
【００２３】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイク１２４、キーパッド１２６、
および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
ディスプレイユニット、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット）
に結合されることができ、それらからユーザ入力データを受信することができる。プロセ
ッサ１１８はまた、スピーカ／マイク１２４、キーパッド１２６、および／またはディス
プレイ／タッチパッド１２８に、ユーザデータを出力することができる。さらにプロセッ
サ１１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２など
の任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスし、それらにデータを記憶すること
ができる。非リムーバブルメモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リード
オンリメモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意の他のタイプのメモリ記憶装置を
含むことができる。リムーバブルメモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カー
ド、メモリスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード、および同種のものを含
むことができる。他の実施形態ではプロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュー
タ（図示せず）上など、物理的にＷＴＲＵ１０２上にないメモリからの情報にアクセスし
、それにデータを記憶することができる。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
他の構成要素に対して電力を分配および／または制御するように構成され得る。電源１３
４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の適切なデバイスとすることができる。
例えば電源１３４は、１または複数の乾電池（例えばニッケル－カドミウム（ＮｉＣｄ）
、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉイオン
）など）、太陽電池、燃料電池、および同種のものを含むことができる。
【００２５】
　プロセッサ１１８はまた、ＧＰＳチップセット１３６に結合されることができ、これは
ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば経度および緯度）をもたらすよう
に構成され得る。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えてまたはその代わりに、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、エアインターフェース１１６を通して基地局（例えば基地局１１４ａ、
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１１４ｂ）から位置情報を受信することができ、および／または２つ以上の近くの基地局
から受信される信号のタイミングに基づいてその位置を決定することができる。ＷＴＲＵ
１０２は、実施形態と一貫性を保ちながら、任意の適切な位置決定方法によって位置情報
を取得できることが理解されるであろう。
【００２６】
　プロセッサ１１８はさらに他の周辺装置１３８に結合されることができ、これはさらな
る特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続性をもたらす、１または複数のソフ
トウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことができる。例えば周辺装置１
３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真またはビデ
オ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビ送受信機、
ハンズフリーヘッドセット、ブルートゥース（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ
）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモ
ジュール、インターネットブラウザ、および同種のものを含むことができる。
【００２７】
　図１Ｃは、図１Ａに示される通信システム１００において用いられ得る、例示のＲＡＮ
１０４、および例示のコアネットワーク１０６を示す。上記のようにＲＡＮ１０４は、Ｅ
－ＵＴＲＡ無線技術を使用して、エアインターフェース１１６を通してＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。
【００２８】
　ＲＡＮ１０４はｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができるが、ＲＡ
Ｎ１０４は、実施形態と一貫性を保ちながら、任意の数のｅノードＢを含み得ることが理
解されるであろう。ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、エアインター
フェース１１６を通してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための、１ま
たは複数のトランシーバを含むことができる。一実施形態ではｅノードＢ１４０ａ、１４
０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実現することができる。したがって例えばｅノードＢ
１４０ａは、複数のアンテナを用いてＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、それから無
線信号を受信することができる。
【００２９】
　ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）に関
連付けられることができ、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクおよ
び／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリング、および同種のものを取り扱
うように構成され得る。図１Ｃに示されるように、ｅノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４
０ｃは、Ｘ２インターフェースを通して互いに通信することができる。
【００３０】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）
１４２、サービングゲートウェイ１４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ１４６を含むことができる。上記の要素のそれぞれはコアネットワーク１０
６の一部として示されるが、これらの要素のいずれの１つも、コアネットワークオペレー
タ以外のエンティティによって所有および／または運用され得ることが理解されるであろ
う。
【００３１】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを通じて、ＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１４０
ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続されることができ、制御ノードとして働くこと
ができる。例えばＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認
証すること、ベアラ活動化／非活動化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの最初の
アタッチ時に特定のサービングゲートウェイを選択すること、および同種のものに対して
責任をもち得る。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの
他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間の切り換えのための、制御プレー
ン機能をもたらすことができる。
【００３２】
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　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを通じてＲＡＮ１０４内のｅ
ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続され得る。サービングゲートウ
ェイ１４４は一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに対しておよびそれらから
、ユーザデータパケットを経路指定および転送することができる。サービングゲートウェ
イ１４４はまた、ｅノードＢ間ハンドオーバ時にユーザプレーンをアンカリングすること
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのためにダウンリンクデータが利用可能である
ときにページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキ
ストを管理および記憶すること、および同種のものなどの他の機能を行うことができる。
【００３３】
　サービングゲートウェイ１４４はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ
対応デバイスとの間の通信を容易にするために、インターネット１１０などのパケット交
換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにもたらすことが
できる、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続され得る。無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）１５５のアクセスルータ（ＡＲ）１５０は、インターネット１１０と通信する
ことができる。ＡＲ１５０は、ＡＰ１６０ａ、１６０ｂ、および１６０ｃの間の通信を容
易にすることができる。ＡＰ１６０ａ、１６０ｂ、および１６０ｃは、ＳＴＡ１７０ａ、
１７０ｂ、および１７０ｃと通信することができる。
【００３４】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えばコアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通
信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのアク
セスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにもたらすことができる。例えばコアネッ
トワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェースと
して働くＩＰゲートウェイ（例えばＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）
を含むことができ、またはそれと通信することができる。さらにコアネットワーク１０６
は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにネットワーク１１２へのアクセスをもたら
すことができ、これは他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される他
の有線もしくは無線ネットワークを含むことができる。
【００３５】
　本明細書では「ＳＴＡ」という用語は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
（ＵＥ）、モバイルステーション、固定またはモバイル加入者ユニット、ＡＰ、ページャ
、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、モバイルインターネットデバイ
ス（ＭＩＤ）、または無線環境において動作する能力を有する任意の他のタイプのユーザ
デバイスを含むが、それらに限定されない。本明細書で言及されるときは「ＡＰ」という
用語は、基地局、ノードＢ、サイトコントローラ、または無線環境で動作する能力を有す
る任意の他のタイプのインターフェースデバイスを含むが、それらに限定されない。
【００３６】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａａ標準における重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）調整の
ために２つの機構が用いられ、すなわちＱＬｏａｄレポート、およびハイブリッド調整機
能（ＨＣＦ）制御型チャネルアクセス（ＨＣＣＡ）送信機会（ＴＸＯＰ）ネゴシエーショ
ンである。各機構に対する手短な概要が述べられる。ＡＰは、チャネル選択のため、なら
びに受付制御およびスケジューリングを行うために、ＯＢＳＳ内のすべてのＢＳＳからの
ＱＬｏａｄレポートを用いることができる。ＡＰは、それ自体のＢＳＳのトラフィック負
荷、およびＡＰがそのトラフィック負荷を取得したＯＢＳＳ内の他のＢＳＳのものを通知
するために、ＱＬｏａｄレポートフレーム、または保護されたＱＬｏａｄレポートフレー
ム内に、または任意選択でビーコン内に、ＱＬｏａｄレポート要素を含むことができる。
ＱＬｏａｄレポート要素は図２に示される。ＱＬｏａｄレポート要素２００は、要素ＩＤ
フィールド２０２、および長さフィールド２０４を含む。自己の潜在的トラフィックフィ
ールド２０６、自己の割り当てトラフィックフィールド２０８、およびＨＣＣＡピークフ
ィールド２１４などのフィールドは、現在のＢＳＳのトラフィック負荷を示し、共有の割
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り当てトラフィックフィールド２１０、ＥＤＣＡアクセス因子フィールド２１２、および
ＨＣＣＡアクセス因子フィールド２１６は、ＯＢＳＳ全体のトラフィック負荷を示す。重
複フィールド２１８は、そのビーコンが検出されたまたは取得された、同じチャネルを共
有し得る他のＡＰの数を示す。
【００３７】
　自己の潜在的トラフィックフィールド２０６、自己の割り当てトラフィックフィールド
２０８、および共有の割り当てトラフィックフィールド２１０は、図３に示されるＱＬｏ
ａｄフィールドフォーマット３００を用いる。トラフィック負荷の平均および標準偏差は
、それぞれ平均フィールド３０２および標準偏差フィールド３０４に示され、３２μｓの
単位で報告される。アクセスカテゴリＡＣ＿ＶＯのための能動的受付制御を用いるトラフ
ィックストリームの数は、ＡＣ＿ＶＯストリームフィールド３０６に示され、アクセスカ
テゴリＡＣ＿ＶＩのための能動的受付制御を用いるトラフィックストリームの数は、ＡＣ
＿ＶＩストリームフィールド３０８に示される。ＡＰはまた、ビーコン要求メッセージを
送る能力を有する関連するＳＴＡに、同じプライマリチャネル上のまたは他のチャネル上
の、他のＡＰからのＱＬｏａｄレポートを報告するように要求することができる。
【００３８】
　ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰネゴシエーションのために、ＨＣＣＡ　ＡＰは、協力候補である他
のＨＣＣＡ　ＡＰと協調して、新しいＨＣＣＡスケジュールを生成することができる。協
力候補は、第三者のＳＴＡを用いずにフレームを直接交換することができる、ＯＢＳＳ内
のＨＣＣＡ　ＡＰであると定義される。ＨＣＣＡ、またはＨＣＣＡ　ＥＤＣＡ混合モード
（ＨＥＭＭ）アクセスポリシーを有するトラフィックストリームが生成または削除される
たびに、ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰスケジュールが変化したことを示すために、ビーコンフレー
ムにＨＣＣＡ　ＴＸＯＰアップデートカウント要素が含まれ得る。
【００３９】
　ＴＸＯＰネゴシエーションの能力を有するＨＣＣＡ　ＡＰは、ＡＰが新しいトラフィッ
クストリーム要求に対してスケジュールを生成するときに、使用を回避するように努力す
べきスケジュールを示すｄｏｔ１１ＡＰＣＴａｂｌｅにおける各協力候補に対して、１ま
たは複数のｄｏｔ１１ＡＰＣＥｎｔｒｙを維持することができる。ＡＰが、「ＨＣＣＡ」
または「ＨＥＭＭ」に等しいアクセスポリシーを有する新しいトラフィック仕様（ＴＳＰ
ＥＣ）要求を受信したときは、ＡＰのハイブリッド調整機能（ＨＣＦ）はまず、ｄｏｔ１
１ＡＰＣＴａｂｌｅ内に存在するすべてのｄｏｔ１１ＡＰＣＥｎｔｒｙを調べることがで
きる。次いでＡＰは、提案されたＴＸＯＰ予約スケジュールによって、各協力候補に、（
保護された）ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰ公開通知を送ることができる。
【００４０】
　各協力候補は、それ自体のスケジュールされたＴＸＯＰ、ならびに現在スケジュールさ
れている提案されたＴＸＯＰスケジュールを調べて、競合があるかどうかを決定すること
ができる。受信された提案されたＴＸＯＰがいずれの既存、および進行中のＴＸＯＰスケ
ジュールとも競合しない場合は、協力候補は「成功」に設定されたステータスフィールド
を有する（保護された）ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰ応答フレームを送ることができる。受信され
た提案されたＴＸＯＰスケジュールが、スケジュールされたＴＸＯＰと競合する場合は、
協力候補は、協力候補においていずれの既存のＴＸＯＰスケジュールとも競合しない代替
スケジュールと共に、ステータス「ＴＳ＿ＳＣＨＥＤＵＬＥ＿ＣＯＮＦＬＩＣＴ」を有す
る、（保護された）ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰ応答フレームを送ることができる。受信された提
案されたＴＸＯＰスケジュールがいずれかの進行中のＴＸＯＰスケジュールと競合する場
合は、協力候補はＡＰのＭＡＣアドレスに基づいて、どの提案されたＴＸＯＰスケジュー
ルが優先するべきかを決定することができる。さらに協力候補は、代替のＴＸＯＰスケジ
ュールまたは回避要求と共に、ステータス「ＴＳ＿ＳＣＨＥＤＵＬＥ＿ＣＯＮＦＬＩＣＴ
」を有する、（保護された）ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰ応答フレームを送ることができる。
【００４１】
　ＨＣＣＡ　ＡＰは、ＴＳに対して提案されたＴＸＯＰスケジュールが協力候補において
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スケジュールされた他のＴＸＯＰと競合しないことが合理的に確実になるまで、ＡＤＤＴ
Ｓ応答フレームを要求ＳＴＡに送ることはできない。例えばＨＣＣＡ　ＡＰは、それがス
テータス「成功」を有するＨＣＣＡ　ＴＸＯＰ応答フレームを、ＨＣＣＡ　ＴＸＯＰ公開
通知が送られたＡＰのすべてから受信したときに、ＡＤＤＴＳ応答フレームを送ることが
できる。
【００４２】
　セクタ化送信は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄにおいて議論されている。ＩＥＥＥ　８
０２．１１ａｄでは、すべてのＳＴＡおよびＡＰがセクタ化ビーム送信を行うと想定され
る。ビーム形成されたＴＸＯＰは、ビーム形成された送信要求(Request to Send)（ＲＴ
Ｓ）および／または指向性マルチギガビット（ＤＭＧ）送信可(Clear to Send)（ＣＴＳ
）フレームを送信することによって予約され得る。ＲＴＳ／ＤＭＧ　ＣＴＳフレームを受
信したＳＴＡは、それらのネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）に従うことができる
。サービス期間（ＳＰ）の間に発信元ＳＴＡから有効なＲＴＳを受信した受信側ＤＭＧ　
ＳＴＡはまた、受信側ＳＴＡにおけるそのＮＡＶタイマの１つがゼロでない場合は、ＤＭ
Ｇ送信拒否（ＤＴＳ）を送信して、発信元ＳＴＡに送信を延期するように指示することが
できる。
【００４３】
　パーソナル基本サービスセット（ＰＢＳＳ）制御ポイント（ＰＣＰ）は、別のＳＴＡの
対が活発に有指向性で送信している間に、互いに指向性送信を行おうとするＳＴＡの対に
、測定を行うように要求することができる。その後にＰＣＰは、ＳＴＡの第１の対が互い
に有指向性で送信している間に、ＳＴＡの第２の対に指向性測定を行うように要求するこ
とができる。ＳＴＡの両方の対が、互いの送信からの干渉がないまたは少ないことを報告
した場合は、ＳＴＡの２つの対は、同時の指向性送信を行うように同じＳＰ内にスケジュ
ールされ得る。
【００４４】
　世界中の様々な国で、ＷＬＡＮなどの無線通信システムのために新しいスペクトルが割
り当てられつつある。このスペクトル内に割り当てられたチャネルは、しばしばサイズお
よび帯域幅が非常に限られる。さらにスペクトルは、利用可能なチャネルが隣接していな
い場合があるという点で断片化される場合があり、より大きな送信帯域幅をサポートする
ようにそれらを組み合わせることが不可能となり得る。これは例えば様々な国において１
ＧＨｚ未満で割り当てられるスペクトルにおいて当てはまる。例えばＩＥＥＥ　８０２．
１１標準上に組み立てられたＷＬＡＮシステムは、このようなスペクトルにおいて動作す
るように設計され得る。このようなスペクトルの制限に鑑みて、ＷＬＡＮシステムは、例
えばＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ／８０２．１１ａｃ標準に基づいたＨＴ／ＶＨＴ　ＷＬＡ
Ｎシステムと比べて、より小さい帯域幅および低いデータレートしかサポートすることが
できない。
【００４５】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈタスクグループ（ＴＧ）は、サブ１ＧＨｚ帯域においてＷ
ＬＡＮシステムをサポートするためのソリューションを開発するために確立された。ＩＥ
ＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＴＧは、以下の要件を達成することを目標とする：テレビジョ
ンホワイトスペース（ＴＶＷＳ）を除く免許不要帯域での１ＧＨｚ未満で動作するＯＦＤ
Ｍ物理（ＰＨＹ）層；ＰＨＹ、および他のシステム（例えばＩＥＥＥ　８０２．１５．４
およびＩＥＥＥ　Ｐ８０２．１５ｇ）との共存をサポートするためのメディアアクセス制
御（ＭＡＣ）層の強化；および速度対到達範囲性能の最適化（１ｋｍ（屋外）までの到達
範囲、およびデータレート＞１００Ｋビット／ｓ）。以下のユースケースが、ＩＥＥＥ　
８０２．１１ａｈ　ＴＧによって採択されている：ユースケース１：センサおよびメータ
；ユースケース２：バックホールセンサおよびメータデータ；ならびにユースケース３：
セルラオフローディングのための拡張到達範囲Ｗｉ－Ｆｉ。
【００４６】
　いくつかの国におけるスペクトル割り当ては、非常に限られる。例えば中国では４７０
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～５６６および６１４～７８７ＭＨｚ帯域は、１ＭＨｚ帯域幅のみを許容する。したがっ
て２ＭＨｚモードに加えて、１ＭＨｚのみのオプションをサポートすることが必要になる
。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＰＨＹは、１、２、４、８、および１６ＭＨｚ帯域幅を
サポートする必要がある。
【００４７】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＰＨＹは、１ＧＨｚ未満で動作し、ＩＥＥＥ　８０２．
１１ａｃ　ＰＨＹに基づく。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈによって必要とされる狭い帯域
幅に対応するために、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ　ＰＨＹは１／１０にダウンクロック
される。２、４、８、および１６ＭＨｚに対するサポートは上述の１／１０ダウンクロッ
クによって達成され得るが、１ＭＨｚ帯域幅に対するサポートは、ＦＦＴサイズが３２で
ある新しいＰＨＹ定義を必要とする。
【００４８】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈでは、定義された主要なユースケースはメータおよびセン
サであり、そこでは単一のＢＳＳ内で６０００個までのＳＴＡがサポートされ得る。スマ
ートメータおよびセンサなどのデバイスは、サポートされるアップリンクおよびダウンリ
ンクトラフィックに関する非常に異なる要件を有する。例えばセンサおよびメータは、そ
れらのデータをサーバに定期的にアップロードするように構成されることができ、これは
アップリンクトラフィックのみである可能性が最も高い。センサおよびメータはまた、サ
ーバによって問い合わせまたは構成され得る。サーバは、センサまたはメータに問い合わ
せるまたはそれらを構成するときは、問い合わされたデータがセットアップ間隔以内に到
着することを期待し得る。同様にサーバまたはアプリケーションは、一定の間隔以内に、
行われる構成に対する確認を期待し得る。これらのタイプのトラフィックパターンは、Ｗ
ＬＡＮシステムに対して想定される従来のトラフィックパターンと非常に異なり得る。
【００４９】
　パケットの物理層コンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プリアンブルのＩＥＥＥ　
８０２．１１ａｈ信号（ＳＩＧ）フィールドでは、パケットへの応答（すなわち早期肯定
応答（ＡＣＫ）表示）として期待される、肯定応答のタイプを示すために２ビットが用い
られる。２ビット肯定応答ＡＣＫ表示（００：ＡＣＫ；０１：ブロックＡＣＫ（ＢＡ）；
１０：非ＡＣＫ；１１：ＡＣＫ、ＢＡ、またはＣＴＳではないフレーム）は、ＳＩＧフィ
ールドにおいてシグナリングされる。
【００５０】
　以下のセクタ化動作の概論は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＴＧにおいて議論されて
いる。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ　ＡＰはセクタ化送信を行うことができ、一方、ＩＥ
ＥＥ　８０２．１１非ＡＰは全方向式送信を行うことができる。隠れノード軽減のための
セクタ化、またはタイプ０セクタ化は、図４に示される。ＡＰは、それが送信する空間を
、複数のセクタ内に分割することができる。ＡＰは時分割多重（ＴＤＭ）手法を用いて、
一時に１つのセクタにおけるＳＴＡ送信を可能にする。ＳＴＡは、それらのセクタに対応
する時間間隔においてのみデータを送信および受信することができる。例えば図４を参照
すると、ＡＰはセクタ１にビーコン４００を送信することができ、次いでセクタ１内のＳ
ＴＡはセクタ１間隔４０２の間にデータを送信および受信することができる。同様にＡＰ
は、セクタ２および３にそれぞれビーコン４０４、４０８を送信することができる。ビー
コンのそれぞれの後に、それぞれセクタ間隔４０６、４１０が続くことができる。ＡＰは
また、全方向式ビーコン４１２を送信することができる。図４のＢＳＳ間隔４１４などの
いくつかの間隔は、すべてのセクタ内のＳＴＡによるチャネルアクセスのために用いられ
得る。
【００５１】
　セクタ化ビーム動作、またはタイプ１セクタ化では、ＡＰはオムニおよびセクタ化ビー
ムを用いて、送信および受信の両方を行うことができる。ＡＰは、セクタ化ビームとオム
ニビームの間で交互に切り換えることができる。セクタ化ビームは、ＡＰがＳＴＡの最良
セクタに気付いているとき、または制限されたアクセスウィンドウ（ＲＡＷ）、もしくは
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ＳＴＡのＴＸＯＰの間などのスケジュールされた送信においてのみ用いられ得る。そうで
ない場合は、ＡＰはオムニビームに戻るように切り換えることができる。セクタ化送信ビ
ームは、セクタ化受信ビームと共に用いられ得る。ＡＰは、ＳＴＡの最良セクタに基づい
て、ＳＴＡを特定のグループに関連付けることができる（グループ内のすべてのＳＴＡは
、同じセクタまたはグループＩＤを有する）。
【００５２】
　タイプ１セクタ化動作のための空間直交（ＳＯ）条件に繋がり得る、４つのタイプのフ
レーム交換シーケンスが述べられる。図５に示されるＳＯフレーム交換シーケンス１では
、ＡＰ５００は、全方向式パケット５０４を送信してＳＴＡ５０２とのリンクを確立し、
セクタ化ビーム送信の持続期間に対してＴＸＯＰ保護５１２をセットアップすることがで
きる。次いでＡＰは、ロングフォーマットによるＰＰＤＵのオムニプリアンブル５０８、
およびロングフォーマットによるＰＰＤＵのビーム形成されたプリアンブル５１０を送信
することができる。ＡＰは続いて、斜線領域５１４で示されるように、ＴＸＯＰの残りに
対して、セクタ化送信（グリーンフィールドビーム形成（ＢＦ）による）を用いて送信す
ることができる。全方向式パケット５０４は、肯定応答が期待されることを示すＡＣＫ表
示またはＡＣＫポリシー、例えばＡＣＫ表示＝００、ＡＣＫ表示＝１０、およびＡＣＫ表
示＝１１／ＡＣＫポリシー＝００を含むことができる。受信ＳＴＡ５０２は、全方向式パ
ケット５０４に応答して、ＡＣＫまたは他の応答フレーム５０６を送ることができる。Ｓ
ＴＡ５０２は、ＡＣＫ５１６を送ってロングフォーマットパケット５０８、５１０に肯定
応答することができる。
【００５３】
　ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰがＳＴＡ５０２からＡＣＫまたは応答送信５
０６を受信しなかった、およびまたＡＰ５００からロングフォーマットパケットのセクタ
化送信部分５１０を受信しなかったときに満たされる。それに従って、セクタ化ＴＸＯＰ
５１２の持続期間は、空間直交ＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰによって空間的に再使用され
得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰ５００とのその空間直交性を、全方向式パケ
ット５０４およびロングフォーマットパケットのオムニプリアンブル５０８を受信したが
、ロングフォーマットパケットのビーム形成されたプリアンブル５１０を受信しなかった
ことによって推定することができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＳＴＡ５０２との
その空間直交性を、全方向式パケット５０４と、ロングフォーマットパケットのオムニプ
リアンブル５０８との間の送信を受信しなかったことによって推定することができる。
【００５４】
　図６に示されるＳＯフレーム交換シーケンス２では、ＡＰ６００は、全方向式パケット
６０４を送信してＳＴＡ６０２とのリンクを確立し、セクタ化ビーム送信の持続期間に対
して保護６１２をセットアップすることができる。全方向式パケット６０４は、肯定応答
が期待されることを示すＡＣＫ表示またはＡＣＫポリシー、例えばＡＣＫ表示＝００、Ａ
ＣＫ表示＝１０、およびＡＣＫ表示＝１１／ＡＣＫポリシー＝００を含むことができる。
ＳＴＡ６０２は、全方向式パケット６０４に応答して、ＡＣＫまたは他の応答フレーム６
０６を送ることができる。次いでＡＰ６００は、全方向式ショートフォーマットパケット
を送信することができ、その後にセクタ化ショートフォーマットパケット６１０を送信す
るために、セクタ化送信（グリーンフィールドＢＦによる）が用いられ得る。斜線領域６
１４で示されるように、ＴＸＯＰ６１２の残りに対してセクタ化ビームが用いられ得る。
【００５５】
　ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰがＳＴＡの送信６０６を受信しなかった、および
またショートフォーマットの全方向式パケット６０８の後のＴＸＯＰ６１２の残りの間に
ＡＰのセクタ化送信を受信しなかったときに満たされる。それに従って、セクタ化ＴＸＯ
Ｐ６１２の持続期間は、空間直交ＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰによって再使用され得る。
ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰ６００とのその直交性を、全方向式パケット６０４
、およびショートフォーマットの全方向式パケット６０８を受信するが、ビーム形成され
たショートフォーマットパケット６１０は受信しなかったことによって推定することがで
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きる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＳＴＡ６０２とのその直交性を、全方向式パケッ
ト６０４と、ショートフォーマットの全方向式パケット６０８との間に送信を受信しなか
ったことによって推定することができる。
【００５６】
　図７に示されるＳＯフレーム交換シーケンス３では、ＡＰ７００は、オムニ送信ＲＴＳ
７０４によってフレーム交換を開始して、ＳＴＡ７０２からのＣＴＳ応答７０６を求める
ことができる。図７に示されるように、次いでＡＰ７００は、ロングフォーマットパケッ
トの全方向式プリアンブル７０８を送信することができる。次いでＡＰ７００は、ロング
フォーマットパケットの残り７１０に対して、および保護持続期間７１２の残りに対して
セクタ化ビーム送信に切り換えることができる。斜線部７１４はセクタ化ビームの使用を
示す。ＳＴＡ７０２は、ＡＣＫ７１６を送ってロングフォーマットパケット７０８、７１
０に肯定応答することができる。
【００５７】
　ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰが、ＡＰ７００のオムニ送信７０８を認識し
たが、ＡＰ７００のビーム形成された送信７１０、またはＳＴＡの送信７０６、７１６を
認識しなかったときに満たされる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰ７００とのその
空間直交性を、オムニ送信ＲＴＳパケット７０４、およびロングフォーマットのオムニプ
リアンブル７０８を認識したが、ロングフォーマットパケットのセクタ化された残り７１
０を認識しなかったことによって推定することができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは
、ＳＴＡ７０２とのその空間直交性を、オムニ送信ＲＴＳパケット７０４と、ロングフォ
ーマットパケットのオムニプリアンブル７０８との間の無送信のギャップを認識すること
によって推定することができる。
【００５８】
　やはり図７に示されるＳＯフレーム交換シーケンス３の変形では、ＡＰ７１８は、オム
ニ送信ＲＴＳ７２２によってフレーム交換を開始して、ＳＴＡ７２０からのＣＴＳ応答７
２４を求めることができる。次いでＡＰ７１８は、全方向式ショートフォーマットパケッ
ト７２６を送信することができる。次いでＡＰ７１８は、第２のショートフォーマットパ
ケット７２８を送信するためにセクタ化ビーム送信に切り換えることができ、保護持続期
間７３０の残りに対してセクタ化送信を続けることができる。斜線部７３２はセクタ化ビ
ームの使用を示す。ＳＴＡ７２０はＡＣＫ７３４を送ることができる。
【００５９】
　ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰが、オムニ送信７２６を認識したが、セクタ
化ショートフォーマットパケット７２８も、ＳＴＡ１の送信７２４、７３４も認識しなか
ったときに満たされる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰ７１８とのその空間直交性
を、オムニ送信ＲＴＳパケット７２２、およびオムニ送信ショートフォーマットパケット
７２６を認識したが、セクタ化ショートフォーマットパケット７２８を認識しなかったこ
とによって推定することができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＳＴＡ７２０とのそ
の空間直交性を、オムニ送信ＲＴＳ７２２と、オムニ送信ショートフォーマットパケット
７２６との間の無送信のギャップを認識することによって推定することができる。
【００６０】
　図８に示されるＳＯフレーム交換シーケンス４では、ＳＴＡ８０２は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ
、トリガ、または他のフレーム８０４を送信してＡＰ８００とのリンクを確立する。ＡＰ
８００は、ＴＸＯＰ８１０の残りの持続期間に対して保護８０８を確立する、オムニ送信
ショートフォーマットパケット８０６によって応答する。ＳＴＡ８０２は、ＡＣＫまたは
応答８１２を送信して、ショートフォーマットパケット８０６に肯定応答することができ
る。ＡＰ８００は、ロングフォーマットパケットのオムニプリアンブル８１４を送信し、
次いでロングフォーマットパケットの残り８１６、および保護持続期間８０８の残りに対
して、セクタ化ビーム送信に切り換えることができる。
【００６１】
　ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰが、ＡＰ８００からオムニ送信８０６、８１
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４を受信したが、ＡＰ８００からのセクタ化送信８１６、またはＳＴＡの送信８０４、８
１２を受信しなかったときに満たされる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰ８００と
のその空間直交性を、ロングフォーマットパケットのオムニプリアンブル８１４を認識し
たが、パケットの残り８１６のセクタ化送信を認識しなかったことによって推定すること
ができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＳＴＡ８０２とのその空間直交性を、オムニ
送信ショートフォーマットパケット８０６と、セクタ化オムニプリアンブル８１４との間
の無送信のギャップを認識することによって推定することができる。
【００６２】
　やはり図８に示されるＳＯフレーム交換シーケンス４の変形では、ＳＴＡ８２０は、Ｐ
Ｓ－Ｐｏｌｌ、トリガ、または他のフレーム８２２を送信して、ＡＰ８１８とのリンクを
確立する。ＡＰ８１８は、ＴＸＯＰ８２８の残りの持続期間に対して保護８２６をセット
アップする、オムニ送信ショートフォーマットパケット８２４によって応答する。ＳＴＡ
８２０は、ＡＣＫまたは応答８３０を送信して、ショートフォーマットパケット８２４に
肯定応答することができる。ＡＰ８１８は、セクタ化ショートフォーマットパケット８３
２を送信するためにセクタ化ビーム送信に切り換えることができ、保護持続期間８２６の
残りに対してセクタ化送信を続けることができる。
【００６３】
　ＳＯ条件は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰが、ＡＰ８１８からオムニ送信８２４を受信
したが、ＡＰ８１８からセクタ化送信８３２、またはＳＴＡの送信８２２、８３０を受信
しなかったときに満たされる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＡＰ８１８とのその空間
直交性を、オムニ送信ショートフォーマットパケット８２４を認識したが、第２のショー
トフォーマットパケット８３２のセクタ化送信を認識しなかったことによって推定するこ
とができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＳＴＡ８２０とのその空間直交性を、オム
ニ送信ショートフォーマットパケット８２４と、セクタ化送信ショートフォーマットパケ
ット８３０との間の無送信のギャップを認識することによって推定することができる。
【００６４】
　タイプ０およびタイプ１セクタ化に対する情報要素が定義され得る。図９を参照すると
、ＡＰ９００は、ＳＯ条件の検出を容易にするように、ＣＴＳ－ｔｏ－Ｓｅｌｆ９０２（
これはＳＯフレーム交換シーケンス１または２に先行し得る）内に１ビットセクタＩＤイ
ンジケータを含むことができる。オムニ送信９０４およびセクタ化送信９０６は、ＳＯフ
レーム交換シーケンス１および２に対して上述のように進行することができる。サウンデ
ィングおよびセクタＩＤフィードバックシグナリングおよび手順も、実現され得る。例と
して図１０は、定期的セクタトレーニングを示す。ＡＰ１０００は、セクタトレーニング
のためのスケジュールを含んだビーコン１００２を送信することができる。ＡＰ１０００
は、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）アナウンスメント（ＮＤＰＡ）フレーム１００４、そ
の後にいくつかのＮＤＰフレーム１００６～１０１０を送信することができる。ＳＴＡは
ＮＤＰフレーム１００６～１０１０をリスンし、ＡＰ１０００にフィードバックを送るこ
とができる。この手順は定期的に繰り返すことができる。
【００６５】
　現在の設計では、指向性またはセクタ化送信に対するＴＸＯＰを予約するために、全方
向式パケットが用いられ得る。例えば、セクタ化送信がその間に行われるセクタ化ＴＸＯ
Ｐは、例えばＳＯ条件１～４における、全方向式で送信されるフレームまたは部分的フレ
ームによって予約され得る。このような全方向式で送信されるフレームまたは部分的フレ
ームの例は以下を含む：ＲＴＳ、ＣＴＳなどの全方向式パケット；ＮＤＰフレームなどの
全方向式ショートパケット；その後にパケットのセクタ化送信部分が続くＰＬＣＰヘッダ
の全方向式部分などの、パケットのオムニ部分。しかし全方向式パケットの受信側は、予
約されたＴＸＯＰがセクタ化送信のためのものであることに気付かない場合がある。セク
タ化ＴＸＯＰの有効な表示をもたらすための手順が必要である。
【００６６】
　ＯＢＳＳまたは隣接するＢＳＳ内のＡＰがセクタ化送信を用いて送信するときは、セク
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タ化送信はＯＢＳＳ内のセクタ化および全方向式送信と干渉し得る。ＯＢＳＳおよび隣接
するＢＳＳにおいて最適の性能をもたらすために、ＡＰとＢＳＳの間のセクタ化および全
方向式送信を調整するための手順が必要である。
【００６７】
　ＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰが同時のセクタ化動作を行うことを可能にする、現在の空
間直交条件は最適ではない。それらは隣接するＢＳＳが送信を行うことを不必要に禁止す
る可能性がある。これは図１１に示される。ＡＰ１　１１００およびＳＴＡ１　１１０２
は、全方向式パケットを用いて、ＡＰ１　１１００からＳＴＡ１　１１０２への送信のた
めのセクタ化ＴＸＯＰを予約することができる。ＡＰ２　１１０４は、それがＳＴＡ１　
１１０２から全方向式ＣＴＳを受信した場合は、ＡＰ２　１１０４からＳＴＡ２　１１０
６へのセクタ化送信はＡＰ１　１１００からＳＴＡ１　１１０２への進行中のセクタ化送
信に影響を与えないけれども、何らの送信も行うことが許されない場合がある。ネットワ
ークスループットおよび性能を最適化するために、定義されたＳＯ条件に対するＮＡＶ設
定の改善が必要である。
【００６８】
　いくつかのＳＴＡはモバイルである場合があり、ＡＰと関連する時間に間にそれらの位
置を変化し得る。さらにＳＴＡとそのＡＰの間でチャネル状態も変化し得る。したがって
ＢＳＳにおけるＳＴＡのセクタは、時々変化し得る。大きなオーバヘッドなしに有効で効
率的なやり方で、高速セクタフィードバックをもたらすための手順が必要である。
【００６９】
　本明細書で述べられる実施形態は、上記で特定された問題に対処する。図５～８に示さ
れたようにセクタ化ＴＸＯＰを予約するために、全方向式パケット（ＯＤＰ）、全方向式
ショートパケット（ＯＤＳＰ）、およびハイブリッドモードパケット（ＨＭＰ、または全
方向式モードを部分的に用い、セクタ化ビーム形成モードを部分的に用いて送信されるパ
ケット）の全方向式部分が用いられ得る。これらのＯＤＰ、ＯＤＳＰ、またはＨＭＰの全
方向式部分は、それらがセクタ化ＴＸＯＰを予約するために用いられることの表示を含む
ことができる。
【００７０】
　図１２を参照すると、フレーム交換がセクタ化ＴＸＯＰを予約するためのものであるこ
と示すために、パケット１２００のプリアンブル１２０２またはＭＡＣヘッダ１２０４に
おいて１または複数のビットが用いられ得る。代替または追加として、セクタ化ＴＸＯＰ
に関連付けられたセクタＩＤを示すために、パケット１２００のプリアンブル１２０２ま
たはＭＡＣヘッダ１２０４において１または複数のビットが用いられ得る。例えばＲＴＳ
／ＣＴＳまたは新たに定義されたパケットなどのＯＤＰ、またはショートＲＴＳ／ＣＴＳ
またはＨＭＰの全方向式部分などのＯＤＳＰは、それらがセクタ化ＴＸＯＰを予約するた
めに用いられることを示す１ビットインジケータを含むことができる。ＡＰがタイプ１セ
クタ化を用いて送信しようとするときは、それはプリアンブルまたはＭＡＣヘッダ内にセ
クタ化ＴＸＯＰ表示を有するＲＴＳ（または任意の他のタイプの全方向式フレームまたは
ショートフレーム）を送ることができる。セクタ化ＴＸＯＰ表示はまた、同じ全方向式パ
ケットが、プリアンブルまたはＭＡＣヘッダ内にセクタＩＤ表示を含むことを暗示し得る
。プリアンブルという用語は本明細書では、ＭＡＣヘッダの前に送信されるＰＰＤＵ内の
ＰＨＹ関連フィールドの集合を示すように用いられ、これはプリアンブル、ＰＬＣＰプリ
アンブル、およびＰＬＣＰヘッダを含み得る。このような場合は受信ＳＴＡは、プリアン
ブルまたはＭＡＣヘッダを復号して、セクタ化ＴＸＯＰがそれに対して予約されるセクタ
ＩＤの表示を受信することができる。代替としてＲＴＳは、セクタ化ＴＸＯＰ表示のみを
含むことができ、セクタＩＤ表示を含まなくてもよい。セクタＩＤは、セクタ化トレーニ
ングおよびフィードバックによって決定される、意図される受信器ＳＴＡのセクタに基づ
いて、受信ＳＴＡによって決定され得る。
【００７１】
　意図される受信ＳＴＡが、セクタ化ＴＸＯＰ表示を有するＲＴＳフレームを復号すると
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きは、それはセクタ化ＴＸＯＰ表示を有する全方向式ＣＴＳフレームを用いて返答するこ
とができる。ＲＴＳフレームがセクタＩＤも含む場合は、受信ＳＴＡはＲＴＳフレームか
らセクタＩＤをコピーすることができる。他の例では、ＲＴＳフレームがセクタ化ＴＸＯ
Ｐ表示のみを含む場合は、受信ＳＴＡは、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を
有するＣＴＳフレームによって応答することができる。セクタＩＤは、セクタ化トレーニ
ングおよびフィードバック手順から、受信ＳＴＡによって取得されたものとすることがで
きる。
【００７２】
　他の実施形態ではセクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示は、１つのフィールドに
組み合わされ得る。例えば組み合わされたセクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示フ
ィールドは、プリアンブルまたはＭＡＣヘッダにおける２または３ビットなどの任意のビ
ット数からなるものとすることができる。ビットパターンの１つ、例えば２ビット表示フ
ィールドに対して「００」、または３ビット表示フィールドに対して「０００」は、組み
合わされた表示を運ぶパケットは、全方向式送信のためのＴＸＯＰを予約するために用い
られることを示すように、用いられ得る。オールゼロでない表示フィールド内のビットパ
ターンは、セクタ化ＴＸＯＰがそれのために予約されるセクタＩＤを示すために用いられ
得る。
【００７３】
　他の例では、または上記の追加として、現在の送信がセクタ化送信の一部であることを
示すために、プリアンブルまたはＭＡＣヘッダにおいて１または複数のビットが用いられ
得る。この表示は、本明細書ではセクタ化送信表示と呼ばれる。例えばＨＭＰでは全方向
式プリアンブルは、残りのパケットがセクタ化ビームを用いて送信されることを示す１ビ
ットのセクタ化送信表示を運ぶことができる。ＡＣＫまたはＣＴＳなどの任意の応答フレ
ームも、全方向式で送信されたとしてもそれはセクタ化送信パケット交換の一部であるの
で、セクタ化送信表示を運ぶことができる。
【００７４】
　他の実施形態では、セクタ化送信表示およびセクタＩＤ表示は、１つのフィールドに組
み合わされ得る。例えば組み合わされたセクタ化送信およびセクタＩＤフィールドは、プ
リアンブルまたはＭＡＣヘッダにおける２または３ビットなど、任意のビット数からなる
ものとすることができる。ビットパターンの１つ、例えば２ビット表示フィールドに対し
て「００」、または３ビット表示フィールドに対して「０００」は、組み合わされた表示
を運ぶパケットは、全方向式アンテナパターンを用いて送信されることを示すために用い
られ得る。オールゼロでない表示フィールド内のビットパターンは、セクタ化送信がそこ
で生じるセクタのＩＤを示すために用いられ得る。
【００７５】
　このセクションではＲＴＳおよびＣＴＳフレームが例として用いられたが、表示および
手順は、すべてのタイプの全方向式／指向性フレーム、全方向式／指向性ショートフレー
ム、およびセクタ化ＴＸＯＰを予約するために用いられるＨＭＰの全方向式／指向性部分
に当てはまることが理解される。さらにすべての表示は、ＳＩＧフィールド、ＳＩＧＡフ
ィールド、ＳＩＧＢフィールド、フレーム制御フィールド、シーケンスフィールド、持続
期間フィールド、関連ＩＤ（ＡＩＤ）フィールドその他などの、プリアンブルまたはＭＡ
Ｃヘッダ内の新しい、または既存のフィールドもしくはサブフィールドの一部として実現
され得ることが理解される。
【００７６】
　重複し隣接するネットワークにおけるセクタ化および全方向式送信の調整を容易にする
ために、ＳＴＡおよびＡＰは、それらがＡＰ間／ＢＳＳ間セクタ化送信トレーニング、フ
ィードバック、および調整を行う能力を有することの表示をもたらすことができる。これ
は図１３に示されるＯＢＳＳ能力情報要素（ＩＥ）１３００を用いて行われ得る。ＯＢＳ
Ｓ能力ＩＥは以下のフィールドを含むことができる：情報要素をＯＢＳＳ能力ＩＥとして
識別する要素ＩＤフィールド１３０２；ＯＢＳＳ能力ＩＥの長さを示す長さフィールド１
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３０４；送信ＳＴＡが明示的セクタ化トレーニング手順を行う能力を有することを示す明
示的セクタ化トレーニングフィールド１３０６；および送信ＳＴＡが暗黙的セクタ化トレ
ーニング手順を行う能力を有することを示す暗黙的セクタ化トレーニングフィールド１３
０８。ＳＴＡは、それが明示的および／または暗黙的トレーニング手順を行う能力を有す
ることを示すそれぞれ明示的トレーニングフィールドおよび／または暗黙的トレーニング
フィールド内に、例えば「１」を含むことができる。
【００７７】
　ＯＢＳＳ能力ＩＥはさらに、ＯＢＳＳセクタ化フィードバックオプションフィールド１
３１０を含むことができる。このフィールドは、ＯＢＳＳセクタ化フィードバックのため
のオプションを示すことができ、以下を含み得る：ＯＢＳＳ　ＡＰへの直接フィードバッ
クは、送信ＳＴＡまたはＡＰが、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニングの後にフィードバッ
クをＯＢＳＳ　ＡＰに直接もたらし得ることを示すことができる；自体のＡＰへのフィー
ドバックは、送信ＳＴＡ、例えばすでにＡＰに関連付けられているＳＴＡが、ＯＢＳＳセ
クタ化送信トレーニングの後に、それ自体のＡＰにフィードバックを直接もたらし得るこ
とを示すことができる；および調整ＡＰへのフィードバックは、送信ＳＴＡ、例えばそれ
自体のＡＰに関連付けられたＡＰまたはＳＴＡが、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニングの
後にＯＢＳＳを調整することを受け持つＡＰなどの、調整ノードにフィードバックをもた
らし得ることを示すことができる。
【００７８】
　ＯＢＳＳセクタ化フィードバックオプションフィールド１３１０のフィードバックオプ
ションサブフィールドは、ＯＢＳＳセクタ化トレーニングフィードバックをもたらすため
に送信ＳＴＡが行う能力を有する、様々なオプションを指定することができる。オプショ
ンは、スケジュール化、競争ベース、無線、有線、およびマルチバンドサブフィールドを
含むことができる。スケジュール化サブフィールドは、送信ＳＴＡが、ＲＡＷ、定期的Ｒ
ＡＷ（ＰＲＡＷ）、自動パワーセーブ配信（ＡＳＰＤ）、またはパワーセーブマルチポー
ル（ＰＳＭＰ）スロットなどのスケジュールに従って、フィードバックをもたらし得るか
どうかを示すことができる。競争ベースサブフィールドは、送信ＳＴＡが、所与のビーコ
ン間隔または部分間隔において生じ得る競争ベースの方法を用いて、フィードバックをも
たらし得るかどうかを示すことができる。無線サブフィールドは、送信ＳＴＡが、同じま
たは別のＩＥＥＥ　８０２．１１インターフェースなどの無線インターフェースを通して
、フィードバックをもたらし得るかどうかを示すことができる。有線サブフィールドは、
送信ＳＴＡが、有線イーサネット接続などの有線インターフェースを通して、フィードバ
ックをもたらし得るかどうかを示すことができる。マルチバンドサブフィールドは、送信
ＳＴＡが、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄ、８０２．１１ａｊ、または８０２．１１ａｃイ
ンターフェースなどの別の周波数帯域上のインターフェースを用いて、フィードバックを
もたらし得るかどうかを示すことができる。
【００７９】
　ＯＢＳＳ能力ＩＥ１３００はさらに、ＯＢＳＳセクタ化調整フィールド１３１２を含む
ことができる。ＯＢＳＳセクタ化調整フィールド１３１２は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡフィード
バック受信対応、ピアＡＰフィードバック受信対応、関連するＳＴＡからのＯＢＳＳフィ
ードバック受信対応、および調整ＡＰ対応を含む、いくつかの能力を示すことができる。
ＯＢＳＳ　ＳＴＡフィードバック受信対応は、ＡＰなどの送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳ　ＳＴ
Ａからセクタ化送信トレーニングフィードバックを直接受信できる能力を有することを示
すことができる。ピアＡＰフィードバック受信対応は、ＡＰなどの送信ＳＴＡが、ＯＢＳ
Ｓ内のピアＡＰからセクタ化送信トレーニングフィードバックを直接受信できる能力を有
することを示すことができる。関連するＳＴＡからのＯＢＳＳフィードバック受信対応は
、ＡＰなどの送信ＳＴＡが、それに関連付けられたＳＴＡからＯＢＳＳセクタ化送信トレ
ーニングフィードバックを受信できる能力を有することを示すことができる。調整ＡＰ対
応は、送信ＳＴＡが調整ＡＰとして働き得ることを示すことができる。
【００８０】
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　ＯＢＳＳセクタ化調整フィールド１３１２はさらに、いくつかのセクタ化調整オプショ
ンを示すことができる。タイプ０セクタ化は、送信ＳＴＡがＯＢＳＳにわたってタイプ０
セクタ化を調整できる能力を有することを示すことができる。タイプ１セクタ化は、送信
ＳＴＡがＯＢＳＳにわたってタイプ１セクタ化を調整できる能力を有することを示すこと
ができる。
【００８１】
　ＯＢＳＳセクタ化調整フィールド１３１２はさらに、ＯＢＳＳセクタ化送信調整に対す
るオプションを指定するオプションサブフィールドを含むことができる。オプションは、
送信ＳＴＡが分散型調整の能力を有する分散型、および送信ＳＴＡが、調整ＡＰなどの調
整ノードを通してＯＢＳＳセクタ化送信調整を行う集中型を、含むことができる。
【００８２】
　ＯＢＳＳセクタ化トレーニング、フィードバック、および調整能力表示手順は、以下の
ようなものとすることができる。ＡＰは、ビーコン、ショートビーコン、または任意の他
のタイプの管理もしくは制御フレームを送信するときに、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニ
ング、フィードバック、および調整に対する自体の能力を示すために、ＯＢＳＳ能力ＩＥ
を含めることができる。例えばＡＰは、それが暗黙的ＯＢＳＳセクタ化トレーニングの能
力を有すること、ＯＢＳＳピアＡＰにトレーニングフィードバックを直接もたらす能力を
有すること、ＯＢＳＳピアＡＰからトレーニングフィードバックを直接受信する能力を有
すること、およびタイプ０およびタイプ１セクタ化送信の両方を調整する能力を有するこ
とを示すことができる。第２のＡＰは、第１のＡＰからビーコンを受信した後に、それ自
体の能力、およびビーコンにおいて示される第１のＡＰの能力に従って、第１のＡＰとセ
クタ化送信トレーニング、フィードバック、および調整を行うことができる。
【００８３】
　ＳＴＡは、プローブ要求、関連付け要求、または任意の他のタイプの管理および制御フ
レームなどのフレーム内に、ＯＢＳＳ能力ＩＥを含むことができる。これはそれが、ＡＰ
がその関連するＳＴＡからＯＢＳＳフィードバックを受信する能力を有することを条件と
して、自体のＡＰにＯＢＳＳセクタ化トレーニングフィードバックを直接もたらす能力を
有することを示すことができる。ＡＰは、ＯＢＳＳフィードバックを定期的に報告するよ
うにＳＴＡに指示することができる。
【００８４】
　ＯＢＳＳ能力ＩＥ１３００、またはそのフィールドのいずれのサブセットも、Ｓ１Ｇ能
力、Ｓ１Ｇ拡張能力、セクタ動作、セクタ能力、タイプ０セクタ化方式、およびタイプ１
セクタ化方式要素などの、任意の既存のもしくは新しいＩＥのサブフィールドまたはサブ
フィールドのサブセットとして、または任意の制御、管理、もしくは拡張フレーム、また
はＭＡＣ／ＰＬＣＰヘッダの一部として実現され得る。
【００８５】
　本明細書では、ＡＰ間セクタ化送信トレーニングおよびフィードバックのためのシグナ
リングおよび手順が述べられる。一般性を失わずに、提案される手順を示すために２つの
ＡＰを用いて一般的なシナリオが考察される。各ＡＰは、それに関連付けられた数多くの
ＳＴＡを有し得る。図１４に示されるように、ＡＰ２　１４００は、ＳＴＡ１　１４０２
、ＳＴＡ２　１４０４、・・・ＳＴＡＭ　１４１４などのそれの関連するＳＴＡの位置／
セクタを知ることができる。同様にＡＰ１　１４１６は、それに関連付けられたＳＴＡ１
４１８～１４２８の位置／セクタを知ることができる。
【００８６】
　２つのタイプのＯＢＳＳセクタトレーニングおよびフィードバック手順、すなわち暗黙
的手順および明示的手順が提案される。暗黙的ＯＢＳＳセクタトレーニングおよびフィー
ドバック手順は、以下のようなものとすることができる。ＡＰ１およびＡＰ２が互いに到
達範囲内である場合、それらは、それらが共に暗黙的ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニング
およびフィードバックの能力を有することを示し得る互いのビーコンを、検出することが
できる。ＡＰ１は、ＢＳＳ内セクタトレーニングに対して図１０に示されるように、通常
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通りにセクタトレーニングサウンディングシーケンスを開始することができる。ＡＰ２は
また、ＡＰ１のセクタトレーニング時間の間はどのＳＴＡも送信できないように、同じ期
間を沈黙時間として予約することができる。
【００８７】
　ＡＰ１は、以前にそれがＯＢＳＳセクタ化調整の能力を有すること、およびセクタトレ
ーニングフィードバックをピアＡＰに直接もたらす能力を有することを示したＯＢＳＳ　
ＡＰのそれぞれに、スケジュールをもたらすことができる。スケジュールは、ＯＢＳＳ　
ＡＰがＡＰ１のセクタトレーニングに対するそれらのフィードバックを、いつもたらすべ
きかを示すことができる。このようなスケジュールは、ＲＡＷ、ＰＲＡＷ、ビーコン間隔
または部分間隔、またはアクセスウィンドウとすることができる。例えばＡＰ１は、ＡＰ
２に、無競争または競争ベースのアクセスを用いてセクタトレーニングフィードバックを
もたらすように指示することができる。
【００８８】
　図１５は、ピアＡＰからセクタトレーニングフィードバックスケジュールを受信したＡ
Ｐに対する、例示のセクタ化トレーニング手順１５００を示す。ＡＰ２は、ＡＰ１から割
り振られたセクタトレーニングフィードバックスケジュール、または割り当てられた時間
を受信した後に（ステップ１５０２）、それ自体のＢＳＳにおいて自体のためにＲＡＷ、
ＰＲＡＷ、または他の間隔をスケジュールすることができる（ステップ１５０４）。さら
にＡＰ２はまた、それら自体の関連するＡＰにＯＢＳＳセクタトレーニングフィードバッ
クをもたらす能力を有することを示した、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡに対してスケジュ
ールをもたらすことができる（ステップ１５０６）。ＡＰ２は、ＳＴＡからのフィードバ
ックを用いて、ＯＢＳＳトレーニングフィードバックをＡＰ１にもたらすことができる。
【００８９】
　ＡＰ２は、ＡＰ１からのセクタトレーニング送信をリスンすることができる（ステップ
１５０８）。ＡＰ２は、それが受信したサウンディングパケットのセクタＩＤを記録し、
各セクタを干渉セクタとして識別することができる（ステップ１５１０）。ＡＰ２に関連
付けられたＳＴＡもまた、ＡＰ１からのセクタトレーニング送信をリスンすることができ
、それらが受信したサウンディングパケットのセクタＩＤを記録し、各セクタを干渉セク
タとして識別することができる。さらにセクタＴＸＯＰ表示および／またはセクタＩＤ表
示を含んだＯＤＰ、ＯＤＳＰ、またはＨＭＰの全方向式部分を受信した、ＢＳＳ２内のＡ
Ｐ２およびＳＴＡも、セクタＩＤを記録し、それを干渉セクタとして識別することができ
る。干渉セクタに関連付けられたＢＳＳＩＤは、ＯＤＰ、ＯＤＳＰ、ＨＭＰの全方向式部
分の受信器アドレス（ＲＡ）または送信先アドレス（ＤＡ）フィールドから取得され得る
。
【００９０】
　ＢＳＳ２内のＳＴＡは、それらが認識した干渉セクタ、および各セクタに関連付けられ
たＢＳＳＩＤを有するＯＢＳＳセクタレポートを、ＡＰ２にもたらすことができる（ステ
ップ１５１２）。ＢＳＳ２内のＳＴＡはまた、ＢＳＳ２内のそれら自体のセクタＩＤをＡ
Ｐ２にもたらすことができる。次いでＡＰ２は、表１に示されるような競合セクタテーブ
ルを構築することができる（ステップ１５１４）。表１では、列：送信ＢＳＳＩＤは送信
ＯＢＳＳ、例えばＢＳＳ１を示し、列：送信セクタＩＤはＯＢＳＳ内の送信セクタ、例え
ばＢＳＳ１内のセクタ２を示し、列：自体のＢＳＳ内の競合セクタＩＤは第１および第２
の列に示されるセクタ化送信により干渉が経験される、ＡＰの自体のＢＳＳ内におけるセ
クタを示す。例えば表１の第１の行は、ＢＳＳ１のセクタ１でのセクタ化送信により、セ
クタ２および３、ならびにＢＳＳ２のＡＰ２において干渉が経験されることを示す。自体
のＢＳＳ列での競合セクタＩＤにおける「ＡＰ」の値は、ＢＳＳ１内のセクタ化送信、セ
クタ１が、ＢＳＳ２内のＡＰ２を直接目指すことを示すことができる。これはＡＰ２、お
よびＢＳＳ１内のセクタ１は、同時のまたは重複するＴＸＯＰを共有すべきでないことを
示唆し得る。
【００９１】
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【表１】

【００９２】
　競合セクタテーブルが暗示するものは、送信セクタと、ＢＳＳ１およびＢＳＳ２内の競
合セクタとにおける、同時のセクタ化送信は存在し得ないということである。分散型調整
ではＡＰ２は、競合セクタテーブルをそのピアＡＰにもたらすことができ、または競合セ
クタテーブルの関連のある部分のみをそのピアＡＰにもたらすことができる（ステップ１
５１６）。次いでＡＰ１は、ＡＰ２から新たに受信した情報を用いて、それ自体の競合セ
クタテーブルを強化することができる。次いでＡＰ１は、ＢＳＳ１内の各ＳＴＡが、どの
セクタが、隣接するＢＳＳ内のどのセクタと競合するかを知ることができるように、それ
に関連付けられたすべてのＳＴＡに競合セクタテーブルをブロードキャストすることがで
きる。
【００９３】
　集中型調整ではＡＰ２は、競合セクタテーブルを調整ＡＰ／ＳＴＡにもたらすことがで
きる。調整ＡＰ／ＳＴＡは、ＯＢＳＳ内のすべてのＡＰから競合セクタテーブルのすべて
のコピーを有することができ、それらを一緒に、ＯＢＳＳ競合セクタテーブルにマージす
ることができる。次いでＯＢＳＳ競合セクタテーブルまたはその関連のある部分は、ＯＢ
ＳＳ内のＡＰのそれぞれに分配され得る。次いでその後に各ＡＰは、ＯＢＳＳ競合セクタ
テーブルまたはその関連のある部分を、そのＢＳＳ内のすべてのＳＴＡにブロードキャス
トすることができる。
【００９４】
　同様にＡＰ２は、ＢＳＳ１内のＳＴＡおよびＡＰ１などの、その到達範囲内のすべての
ＳＴＡに対してＯＢＳＳセクタトレーニングを行うことができる。ＡＰ２は、スケジュー
ルされたＲＡＷもしくはＰＲＡＷを用いて、または競争ベースの方法を用いて、ＢＳＳ１
内のすべてのＳＴＡから、およびＡＰ１からフィードバックを直接受信することができる
。代替としてＡＰ１は、それに関連付けられたすべてのＳＴＡから、すべてのＯＢＳＳセ
クタフィードバックを収集することができ、競合セクタテーブルを構築し、それをＡＰ２
に送ることができる。他の実装形態ではＡＰ１は、競合セクタテーブルを、集中型調整方
式における調整ＡＰに送ることができる。調整ＡＰは、競合セクタテーブルのすべてのコ
ピーをＯＢＳＳ競合セクタテーブルにマージすることができ、それを、またはその関連の
ある部分を、ＯＢＳＳ内のＡＰのそれぞれに送ることができる。次いでその後に各ＡＰは
、ＯＢＳＳ競合セクタテーブルまたはその関連のある部分を、そのＢＳＳ内のすべてのＳ
ＴＡにブロードキャストすることができる。
【００９５】
　明示的ＯＢＳＳセクタ化トレーニングおよびフィードバックは、暗黙的ＯＢＳＳセクタ
化トレーニングおよびフィードバックの代替とすることができる。明示的ＯＢＳＳセクタ
トレーニングおよびフィードバック手順の例は、図１６に示される。ＡＰ１　１６００は
、その到達範囲内で、それが関連付けられていないいくつかのＳＴＡを認識している場合
がある。これらのＳＴＡは、ＡＰ２　１６０２などのＯＢＳＳ　ＡＰ、およびＳＴＡ１　
１６０４、ＳＴＡ２　１６０６、・・・、ＳＴＡＭ　１６０８などのＳＴＡを含み得る。
ＡＰ１　１６００は、すべてのＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰへのブロードキャストまたは
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マルチキャストセクタ測定要求１６１０を、それに続いてそのセクタのそれぞれに対して
ヌルデータパケット（ＮＤＰ）１６１２～１６１６を送出することができる。ＡＰ１　１
６００は、セクタ化サウンディングパケット１６１２～１６１６の送信を完了した後に、
セクタフィードバックポール１６１８を送出することができる。ポーリングされているＳ
ＴＡのグループが知られており、順序が予め決められている場合は、ＡＰ１は、マルチキ
ャストセクタフィードバックポールを送出することができる。次いでＯＢＳＳ　ＳＴＡお
よびＡＰは、セクタトレーニングフィードバック１６２０～１６２４を、予め決められた
順序に従って、それらの間にフレーム間スペース（ＩＦＳ）、例えば短いフレーム間スペ
ース（ＳＩＦＳ）を有して、次々に送信することができる。他の実装形態ではＡＰ１は、
ＳＴＡのグループにポーリングする代わりに、知られているＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰ
のそれぞれにセクタフィードバックポールを個別に送ることができ、ポーリングされたＯ
ＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、それに対してセクタフィードバックフレームによって応答
することができる。
【００９６】
　代替としてＡＰ２は、セクタフィードバックポールを送出して、ＡＰ２に関連付けられ
たＳＴＡからＯＢＳＳセクタトレーニングフィードバックを収集することができる。ＡＰ
２は、それに関連するすべてのＳＴＡから、すべてのＯＢＳＳセクタトレーニングフィー
ドバックを収集した後に、競合セクタテーブルを生成し、それをＡＰ１に送ることができ
る。他の実装形態ではＡＰ２は、競合セクタテーブルを集中型調整方式における調整ＡＰ
に送ることができる。調整ＡＰは、競合セクタテーブルのすべてのコピーをＯＢＳＳ競合
セクタテーブルにマージし、テーブルまたはその関連のある部分を、ＯＢＳＳ内のＡＰの
それぞれに送ることができる。
【００９７】
　同様にＡＰ２は、ＢＳＳ１内のＳＴＡおよびＡＰ１などの、その到達範囲内のすべての
ＳＴＡに対して、ＯＢＳＳセクタトレーニングを行うことができる。ＡＰ２は、ＢＳＳ１
内のすべてのＳＴＡから、およびＡＰ１からフィードバックを直接受信することができる
。代替としてＡＰ１は、それに関連付けられたすべてのＳＴＡから、すべてのＯＢＳＳセ
クタフィードバックを収集し、競合セクタテーブルを構築し、テーブルをＡＰ２に送るこ
とができる。他の実装形態ではＡＰ１は、競合セクタテーブルを集中型調整方式における
調整ＡＰに送ることができる。調整ＡＰは、ＯＢＳＳ内のすべてのＡＰからの競合セクタ
テーブルのすべてのコピーをＯＢＳＳ競合セクタテーブルにマージし、それを、またはそ
の関連のある部分をＯＢＳＳ内のＡＰのそれぞれに送ることができる。次いでその後に各
ＡＰは、ＯＢＳＳ競合セクタテーブルまたはその関連のある部分を、そのＢＳＳ内のＳＴ
Ａにブロードキャストすることができる。
【００９８】
　上述のようにＳＯ条件は現在、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰが、セクタ化送信に先行するオ
ムニ送信を受信するが、ＡＰ（これはＴＸＯＰ保持者または応答者）からセクタ化送信、
またはＳＴＡ（これはＴＸＯＰ応答者または保持者）からＡＣＫなどの予想される送信を
受信しないことと定義される。
【００９９】
　次に上述のシーケンスに加えて、ＳＯフレーム交換シーケンスを考察する。セクタ化Ｔ
ＸＯＰ（ＴＸＯＰ１）を予約するＳＴＡから全方向式送信を受信したＯＢＳＳ　ＳＴＡ／
ＡＰは、それ自体のセクタ化ＴＸＯＰ（ＴＸＯＰ２）を、ＴＸＯＰ２における関連するセ
クタ化送信フレーム交換シーケンスがＴＸＯＰ１におけるセクタ化送信フレーム交換シー
ケンスと競合しないことが知られている場合に、起動することができる。この追加のＳＯ
条件は、本明細書で詳しく述べられる。
【０１００】
　図１７を参照すると、ＮＡＶがいずれのセクタに対しても、またＡＰ１　１７００の全
方向式アンテナパターンに対しても設定されていない場合は、ＡＰ１　１７００は、ＳＴ
Ａ１　１７０２に宛てられた全方向式ＲＴＳフレームを用いて、ＳＴＡ１　１７０２との
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セクタ化ＴＸＯＰを予約することができる。全方向式ＲＴＳフレームは、セクタ化ＴＸＯ
Ｐ表示、および／またはセクタＩＤ表示、またはそれらの組み合わせを運ぶことができる
。
【０１０１】
　ＳＴＡ１　１７０２は、セクタ化ＴＸＯＰ表示および／またはセクタＩＤ表示を運ぶＲ
ＴＳフレームを受信したときは、セクタ化ＴＸＯＰ表示および／またはセクタＩＤ表示を
運ぶ全方向式ＣＴＳフレームを送信することによって応答することができる。セクタＩＤ
表示は、先行するＲＴＳフレームのセクタＩＤ表示フィールドからコピーされ得る。ＳＴ
Ａ１　１７０２からＣＴＳフレームを受信するとすぐに、ＡＰ１　１７００は、セクタ化
ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運ぶことができる全方向式部分によって、ＳＴＡ１
　１７０２へのＨＭＰの送信を始めることができる。さらにＨＭＰは、全方向式およびセ
クタ化部分のいずれかまたは両方において、セクタ化送信表示を運ぶことができる。代替
としてＡＰ１　１７００は、ＯＤＳＰとセクタ化パケットの組み合わせの送信を始めるこ
とができる。ＯＤＳＰおよびセクタ化パケットは、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩ
Ｄ表示を運ぶことができる。さらにＯＤＳＰおよびセクタ化パケットのいずれかまたは両
方は、セクタ化送信表示を運ぶことができる。
【０１０２】
　ＳＴＡ１　１７０２は、ＨＭＰを受信したときは、全方向式フレームによって応答する
ことができる。全方向式フレームがセクタ化ＴＸＯＰをさらに延長するためのものである
場合は、それはまたセクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運ぶことができる。全
方向式フレームは、それがフレーム交換シーケンスの最後のフレームである場合は、セク
タ化ＴＸＯＰまたはセクタＩＤ表示を運ぶことはできない。
【０１０３】
　図１７のＡＰ２　１７０４などの、セクタ化送信の能力を有するＯＢＳＳ　ＳＴＡ、例
えばＳＴＡ２　１７０６は、関連するセクタ化送信が、ＡＰ１　１７００からＳＴＡ１　
１７０２への送信と競合しないことが知られている場合は、それ自体のセクタ化送信を起
動することができる。次に図１８を参照すると、ＡＰ２は、ＯＤＰ、ＯＤＳＰ、ＨＭＰの
全方向式部分を受信したときは（ステップ１８００）、セクタ化ＴＸＯＰ表示を調べるこ
とによって、このようなオムニ送信がセクタ化ＴＸＯＰを予約するためのものであるかど
うかを評価することができる（ステップ１８０２）。パケットがセクタ化ＴＸＯＰ表示お
よびセクタＩＤ表示を運ぶ場合は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、パケットがＯＢＳＳ非ＡＰ　Ｓ
ＴＡによって送信されたかどうかを評価することができる。これは、フレームのタイプ／
サブタイプに基づいて決定され得る。例えばセクタ化ＴＸＯＰにおいて非ＡＰ　ＳＴＡは
、全方向式ＡＣＫ／応答フレーム、ＣＴＳフレーム、またはＰＳ－Ｐｏｌｌ／トリガフレ
ームを送信することができる。このような場合はＢＳＳＩＤは、全方向式フレームのＤＡ
またはＲＡフィールドから取得され得る。ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＢＳＳＩＤおよびセクタ
ＩＤ表示を組み合わせて、それのためにセクタ化ＴＸＯＰが全方向式送信によって予約さ
れるＢＳＳおよびセクタを決定することができる（ステップ１８０４）。
【０１０４】
　パケットがＯＢＳＳ非ＡＰ　ＳＴＡによって送信された場合は、本明細書で述べられる
追加のＳＯ条件が適用でき、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、上記で識別されたＢＳＳＩＤおよびセ
クタＩＤの組み合わせに関連付けられた干渉セクタがあるかどうかを見るために、それ自
体の競合セクタテーブルを参照することができる（ステップ１８０６）。干渉セクタが発
見された場合は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、これらの干渉セクタに対するセクタ化ＴＸＯＰの
持続期間の間、ＮＡＶを設定することができる（ステップ１８０８）。
【０１０５】
　ＳＴＡのセクタのいくつかに対してＮＡＶが設定された場合は、ＳＴＡは、ＮＡＶが設
定されていないセクタのためにセクタ化ＴＸＯＰを予約することができる（ステップ１８
１０）。ＳＴＡは、そのセクタにおけるセクタ化ＲＴＳ（セクタ化送信表示、セクタ化Ｔ
ＸＯＰ表示、およびセクタＩＤ表示を有する）を送信することができる（ステップ１８１
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２）。セクタ化ＲＴＳを受信する、意図されたＳＴＡは、ＮＡＶがそのセクタのいずれか
に対しても、または全方向式アンテナパターンに対しても設定されていない場合は、セク
タ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運ぶ全方向式ＣＴＳフレームを用いて返答する
ことができる。次いでＳＴＡは、意図されたＳＴＡにデータパケットなどのセクタ化送信
を送ることができる（ステップ１８１６）。正しいＭＡＣ動作を保証するために、セクタ
化ＲＴＳによって予約されたセクタ化ＴＸＯＰは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡのセクタのいずれか
における最も短いＮＡＶより遅れることなく終了することが要求され得る。
【０１０６】
　他の実装形態ではＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、セクタ化ＴＸＯＰ表示を運ぶＲＴＳを受
信したときは、セクタ化ＴＸＯＰを予約するためにＲＴＳが用いられたことを認識するこ
とができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、ＣＴＳおよび／またはハイブリッドモードパケ
ット（ＨＭＰ）を検出しようと試みることができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、セクタ
化ＴＸＯＰを予約するためのＲＴＳ、およびＨＭＰのオムニ部分を検出したが、ＳＴＡか
らの全方向式ＣＴＳ、またはＨＭＰのセクタ化部分を感知しない場合は、それ自体のため
にセクタ化ＴＸＯＰを予約しようと試みることができる。
【０１０７】
　ＳＴＡもまた、セクタ化ＴＸＯＰを起動することができる。ＳＴＡによって起動される
詳細な強化型空間直交セクタ化送信手順は、以下のようなものとすることができる。ＳＴ
Ａ、ＳＴＡ１が、全方向式ビームを用いて送信または受信できる能力を有するだけである
場合は、ＳＴＡは、ＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐｏｌｌ、ＲＴＳ、またはセクタ化
ＴＸＯＰおよび／またはセクタＩＤ表示を有する任意の他のタイプのトリガフレームを、
ＡＰ、または中継ＳＴＡなどの別のＳＴＡに送信することができる（話を簡単にするため
に、送信先ノードはＡＰ１と呼ばれる）。
【０１０８】
　ＳＴＡは、全方向式またはセクタ化ビームを用いて送信および／または受信する能力を
有する場合は、以下のように機能することができる。ＮＡＶがいずれのセクタに対しても
、またはＳＴＡの全方向式アンテナパターンに対しても設定されていない場合は、それは
、セクタ化ＴＸＯＰ表示および／またはセクタＩＤ表示、またはそれらの組み合わせを運
ぶ、ＡＰに宛てられた全方向式ＲＴＳを用いて、ＡＰとのセクタ化ＴＸＯＰを予約するこ
とができる。ＮＡＶがＳＴＡのセクタのいくつかに対して設定されている場合は、送信セ
クタが現在のセクタＮＡＶと競合しない場合は、それはＡＰに、セクタ化ＴＸＯＰ、セク
タＩＤ、および／またはセクタ化送信表示を有する、セクタ化ＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショート
ＰＳ－Ｐｏｌｌ、ＲＴＳ、または任意の他のタイプのトリガフレームを送信することがで
きる。正しいＭＡＣ動作を保証するために、セクタ化ＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐ
ｏｌｌ、ＲＴＳ、または他のタイプのトリガフレームによって予約されたセクタ化ＴＸＯ
Ｐは、ＳＴＡのセクタのいずれかにおける最も短いＮＡＶより遅れることなく終了するこ
とが要求され得る。
【０１０９】
　ＡＰは、一致するアドレスを有し、セクタ化ＴＸＯＰ表示および／またはセクタＩＤ表
示を運ぶＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐｏｌｌ、ＲＴＳ、または任意の他のタイプの
トリガフレームを受信したときは、ＮＡＶがＡＰのセクタのいずれに対しても設定されて
いない場合は、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運ぶ全方向式部分によって
、ＨＭＰをＳＴＡに送信することによって応答することができる。さらにＨＭＰは、全方
向式およびセクタ化部分のいずれかまたは両方において、セクタ化送信表示を運ぶことが
できる。セクタＩＤ表示は、先行するＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐｏｌｌ、ＲＴＳ
、または他のタイプのトリガフレームのセクタＩＤ表示フィールドからコピーされ得る。
【０１１０】
　代替としてＡＰは、ＯＤＳＰとセクタ化パケットの組み合わせを送信することができる
。ＯＤＳＰおよびセクタ化パケットは、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運
ぶことができる。さらにＯＤＳＰおよびセクタ化パケットのいずれかまたは両方は、セク



(29) JP 2016-524377 A 2016.8.12

10

20

30

40

50

タ化送信表示を運ぶことができる。ＮＡＶがＡＰのセクタのいくつかに対して設定されて
いる場合は、セクタ化ＴＸＯＰにおけるセクタ化送信が現在のセクタＮＡＶと干渉しない
とＡＰが決定した場合は、ＡＰはＳＴＡに対してセクタ化パケットによって応答すること
ができる。正しいＭＡＣ動作を保証するために、ＡＰは、ＡＰとＳＴＡの間のセクタ化Ｔ
ＸＯＰが、ＡＰのセクタのいずれかにおける最も短いＮＡＶより遅れることなく終了する
ようになる場合にのみ、ＳＴＡに対してセクタ化パケットによって応答することができる
。
【０１１１】
　ＳＴＡは、ＨＭＰを受信したときは、全方向式またはセクタ化フレームによって応答す
ることができる。全方向式フレームがセクタ化ＴＸＯＰをさらに延長するためのものであ
る場合は、それはまたセクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運ぶことができる。
全方向式フレームは、それがフレーム交換シーケンスの最後のフレームである場合は、セ
クタ化ＴＸＯＰまたはセクタＩＤ表示を運ぶことはできない。ＯＢＳＳ　ＡＰなどの、セ
クタ化送信の能力を有するＯＢＳＳ　ＳＴＡの動きは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡに対して上述さ
れたものに概して従うことができる。
【０１１２】
　他の実施形態ではＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐ
ｏｌｌ、または他のトリガフレーム、またはセクタ化ＴＸＯＰ表示を運ぶＨＭＰパケット
の全方向式部分を受信したときは、セクタ化ＴＸＯＰを予約するためにＨＭＰが用いられ
ることを認識することができる。次いでＯＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＯＤＳＰおよび
／またはハイブリッドモードパケット（ＨＭＰ）を検出しようと試みることができる。Ｏ
ＢＳＳ　ＳＴＡまたはＡＰは、ＯＤＳＰ、またはセクタ化ＴＸＯＰを予約するためのＨＭ
Ｐの全方向式部分を検出したが、それに先行するＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐｏｌ
ｌ、またはトリガフレームを感知しない場合は、それ自体のためにセクタ化ＴＸＯＰを予
約しようと試みることができる。
【０１１３】
　本明細書ではＲＴＳおよびＣＴＳフレームが例として用いられるが、強化型空間直交再
使用手順は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショートＰＳ－Ｐｏｌｌ、セクタＲＴＳ／ＣＴＳ、正規も
しくはショート応答フレームなどの、セクタ化ＴＸＯＰを予約するために用いられる、す
べてのタイプの全方向式フレーム、全方向式ショートフレーム、またはＨＭＰの全方向式
部分によって機能するように、設計され得ることが理解される。
【０１１４】
　ＳＴＡおよびＡＰは、それらが図１９に示される高速セクタフィードバックＩＥを用い
た、高速セクタフィードバックおよび他のセクタ化関連能力の能力を有することの表示を
もたらすことができる。高速セクタフィードバックＩＥ１９００は、以下のフィールドを
含むことができる。要素ＩＤフィールド１９０２は、情報要素を高速セクタフィードバッ
クＩＥとして識別するＩＤを含むことができる。長さフィールド１９０４は、高速セクタ
フィードバックＩＥ１９００の長さを示すことができる。高速セクタフィードバック対応
フィールド１９０６は、ＡＰまたはＳＴＡが高速セクタフィードバックを行う能力を有す
るかどうかを示すことができる。これは１または複数のビットとして実現され得る。例え
ば送信器が高速セクタフィードバックを行う能力を有する場合は、このフィールドは「１
」を含むことができ、そうでない場合はこのフィールドは「０」を含み得る。
【０１１５】
　高速セクタフィードバックＩＥ１９００はさらに、高速セクタフィードバック動作が現
在のＢＳＳにおいて用いられるかどうかを示す、高速セクタフィードバック動作フィール
ド１９０８を含むことができる。これは１または複数のビットとして実現され得る。例え
ば高速セクタフィードバック動作が現在のＢＳＳにおいて用いられる場合は、フィールド
は「１」を含むことができ、そうでない場合はフィールドは「０」を含み得る。許容ＳＯ
条件フィールド１９１０は、現在のＢＳＳにおいて、送信器によってどのＳＯ条件がサポ
ートされているか、または用いられるかを示すことができる。このフィールドは、ビット
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マップ（例えば長さが４のビットマップ）として実現されることができ、各ビットは特定
のＳＯ条件のサポートまたは使用を示す。
【０１１６】
　高速セクタフィードバックＩＥ１９００はさらに、ＢＳＳにおいてどの方向にセクタ化
送信が用いられ得るか、または送信器によってサポートされ得るかを示す、セクタ化方向
フィールド１９１２を含むことができる。このフィールドはビットマップとして実現され
得る。例えばフィールドは２ビット長とすることができ、１ビットはサポートされるセク
タ化方向がダウンリンク（ＤＬ）またはＡＰからＳＴＡであることを示し、１ビットはサ
ポートされるセクタ化方向がアップリンク（ＵＬ）またはＳＴＡからＡＰであることを示
す。他の例ではフィールドは３ビット長とすることができ、１ビットはサポートされるセ
クタ化方向がＤＬであることを示し、１ビットはサポートされるセクタ化方向がＵＬであ
ることを示し、第３のビットはサポートされるセクタ化方向がピアツーピア（Ｐ２Ｐ）で
あることを示す。高速セクタフィードバックＩＥ１９００はさらに、セクタ化ＴＸＯＰを
予約するためにＨＭＰが用いられるべきか、ＯＤＳＰが用いられるべきかを示す、ＨＭＰ
／ＯＤＳＰ使用フィールド１９１４を含むことができる。
【０１１７】
　サブ１ＧＨｚ（Ｓ１Ｇ）、８０２．１１ａｘ、または８０２．１１　ＡＰおよびＳＴＡ
は、ビーコン、ショートビーコン、または任意の他のタイプの管理、制御、もしくは拡張
フレームなどのフレーム内に、高速セクタフィードバックＩＥ１９００を含むことができ
る。例えばＡＰおよびＳＴＡは、それらが関連付けの時点でまたは他の時点で交換する、
プローブ要求／応答フレーム、関連付け要求／応答フレーム、およびショートプローブ要
求／応答フレームなどのフレーム内に、高速セクタフィードバックＩＥ１９００を含むこ
とができる。高速セクタフィードバックＩＥ１９００、またはそのフィールドもしくはサ
ブフィールドのいずれのサブセットも、Ｓ１Ｇ／ＨＥＷ能力、Ｓ１Ｇ／ＨＥＷ拡張能力、
セクタ動作、セクタ能力、タイプ０セクタ化方式、もしくはタイプ１セクタ化方式要素な
どの、任意の既存のもしくは新しいＩＥのサブフィールドまたはサブフィールドのサブセ
ットとして、または任意の制御、管理、もしくは拡張フレーム、またはＭＡＣ／ＰＬＣＰ
ヘッダの一部として実現され得る。
【０１１８】
　ＳＴＡは、それとＡＰとの間の最後のセクタ化送信から、またはＳＴＡがＡＰに送った
最後のセクタフィードバックから、そのセクタが変化した場合は、高速セクタフィードバ
ックをＡＰにもたらすことができる。高速セクタフィードバック手順は、以下を含むこと
ができる。
【０１１９】
　ＳＴＡは、ＡＰに対してセクタトレーニング要求を送ることによって、セクタトレーニ
ングを要求することができる。ＡＰは、セクタトレーニング要求を受信した後に、セクタ
トレーニング要求の時点から所定の間隔以内で開始するようになる定期的セクタトレーニ
ングを指し示すパケットを、要求ＳＴＡに送ることによって応答することができる。例え
ばＡＰは、次の定期的セクタトレーニングのスケジュールまたは開始時間を含めることが
でき、または次のセクタトレーニングの開始までの時間を含めることができる。ＡＰはま
た、セクタトレーニング要求の受信を肯定応答するために、ＡＣＫ、ショートＡＣＫ、ま
たは他のタイプの応答フレームによって応答することができる。ＡＰは、セクタトレーニ
ング要求から開始する所定の間隔以内に、セクタトレーニングを起動することができる。
代替または追加としてＡＰは、ＳＴＡから一定の数のセクタトレーニング要求フレームを
受信した後に、セクタトレーニングを起動することができる。
【０１２０】
　ＡＰは、ＲＡＷ、アクセスウィンドウ、ターゲット復帰時間（ＴＷＴ）、またはタイム
スロットを備えることができるセクタＩＤフィードバックビーコン部分間隔の始まりにお
いて、ＳＴＡがセクタトレーニングフィードバックを送信するためのＲＡＷ、ＴＷＴ、ま
たはタイムスロットを、リソース割り当てフレームを用いて割り振ることができる。この
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ようなスケジュールはまた、ビーコン、ショートビーコン、または他のタイプの管理、制
御、もしくは拡張フレームに含められ得る。セクタトレーニングを明示的に要求したＳＴ
Ａに対して、またはセクタトレーニングフレームを漏れ聞いたＳＴＡに対して、別々のＲ
ＡＷ、アクセスウィンドウ、タイムスロット、およびビーコン間隔または部分間隔が予約
され得る。
【０１２１】
　ＡＰにまだ関連付けられていないＳＴＡは、セクタトレーニングパケットを漏れ聞くこ
とができ、プローブ要求フレーム、関連付け要求フレーム、または任意の他のタイプの管
理、制御、もしくは拡張フレームなどの、関連付けの間にそれがＡＰに送るフレーム内に
、そのセクタＩＤ、または好ましいセクタフィールド（これはビットマップとして実現さ
れ得る）を含めることができる。効率を改善するために、高速セクタフィードバック対応
ＳＴＡは、別のフレームにおいて明示的セクタトレーニングフィードバックを送らないこ
とを選択することができる。代わりに、高速セクタフィードバック対応ＳＴＡは、その新
しいセクタを、ＳＴＡおよびＡＰがセクタ化ＴＸＯＰを予約するときにＡＰに送られるア
ップリンクパケット内に含めることができる。
【０１２２】
　例えばＡＰ起動型セクタ化ＴＸＯＰにおいて、ＡＰは、セクタ化ＴＸＯＰ表示および／
またはセクタＩＤ表示を運ぶことができる、ＲＴＳまたはセクタＲＴＳフレームなどの全
方向式フレームを送ることができる。ＳＴＡは、全方向式フレームを受信した後に、ＡＰ
との最後のセクタ化ＴＸＯＰから、またはＳＴＡがＡＰにセクタトレーニングフィードバ
ックを最後に送ってから、そのセクタＩＤが変化したことを知った場合は、その新しいセ
クタＩＤを有するセクタＩＤ表示を運ぶ、変更されたＣＴＳ、または他のタイプの応答フ
レームによって応答することができる。ＳＴＡのセクタＩＤが変化していない場合は、Ｓ
ＴＡは正規のセクタ化ＴＸＯＰ予約プロトコルに従うことができる。ＡＰは、セクタＩＤ
表示を有する変更された応答フレームを受信した後に、その後に、新しいセクタＩＤに関
連付けられたセクタビームを用いて、そのセクタ化送信を送ることができる。そうでない
場合は、それはＳＴＡの古いセクタに関連付けられたセクタビームを用いることができる
。
【０１２３】
　ＳＴＡ起動型セクタ化ＴＸＯＰにおいて、ＳＴＡは、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム、ショー
トＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム、セクタＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム、トリガフレームその他など
の、全方向式フレームを送ることができる。フレームは、ＳＴＡがそのセクタＩＤが、Ａ
Ｐとのその最後のセクタ化ＴＸＯＰから、またはＳＴＡがＡＰにセクタトレーニングフィ
ードバックを最後に送ってから、変化したことを知った場合は、ＳＴＡの新しいセクタＩ
Ｄを有するセクタ化ＴＸＯＰ表示および／またはセクタＩＤ表示を運ぶことができる。Ｓ
ＴＡのセクタＩＤが変化していない場合は、ＳＴＡは、正規のＰＳ－Ｐｏｌｌ、ショート
ＰＳ－Ｐｏｌｌ、またはトリガフレームを送ることによって、正規のセクタ化ＴＸＯＰ予
約プロトコルに従うことができる。ＡＰは、全方向式フレームを受信した後に、ＨＭＰ、
またはＯＤＳＰとセクタ化パケットの組み合わせによって応答することができる。ＡＰは
、セクタＩＤ表示を有する変更されたトリガフレームを受信した後に、その後に、新しい
セクタＩＤに関連付けられたセクタビームを用いて、そのセクタ化送信を送ることができ
る。そうでない場合は、それはＳＴＡの古いセクタに関連付けられたセクタビームを用い
ることができる。
【０１２４】
　セクタＲＴＳおよびＰＳ－Ｐｏｌｌフレームは、タイプ値Ｂ３　Ｂ２が０１に設定され
、Ｓ１Ｇ制御フレーム拡張値Ｂ１４　Ｂ１５が１１に設定された、Ｓ１Ｇ制御フレーム拡
張として実現され得る。セクタＲＴＳおよびＰＳ－Ｐｏｌｌフレームはまた、ＨＥＷ制御
フレーム拡張として実現され得る。これらのフレームは、任意の他のタイプのＮＤＰ、制
御、アクション、または拡張フレームとして実現されることができ、セクタＩＤ表示をフ
レームボディ、プリアンブル、またはＭＡＣヘッダ内に含むことができる。
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【０１２５】
　本明細書で述べられたソリューションはＩＥＥＥ　８０２．１１特有のプロトコルを考
察したが、それらはこのシナリオには限定されず、他の無線システムにも応用可能である
ことが理解される。特徴および要素は上記では特定の組み合わせにおいて述べられたが、
当業者は、各特徴または要素は単独で、または他の特徴および要素との任意の組み合わせ
において用いられ得ることを理解するであろう。さらに本明細書で述べられた方法は、コ
ンピュータまたはプロセッサによる実行のためにコンピュータ可読媒体に組み込まれた、
コンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアにおいて実現され得る。
コンピュータ可読媒体の例は、電子信号（有線もしくは無線接続を通して送信される）、
およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、リードオン
リメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ
、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒
体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ
）などの光媒体を含むが、それらに限定されない。ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末装置、基地局、
ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおける使用のために、無線周波数トランシー
バを実現するように、ソフトウェアと関連してプロセッサが用いられ得る。
【０１２６】
実施形態
　１．無線通信システムでの使用のための方法であって、
　ＷｉＦｉセクタ化メディアアクセス制御（ＭＡＣ）強化（ＷｉＳＥ　ＭＡＣ）を利用す
るステップを含む、方法。
【０１２７】
　２．セクタ化送信機会（ＴＸＯＰ）を予約するために、全方向式パケット（ＯＤＰ）、
全方向式ショートパケット（ＯＤＳＰ）、およびハイブリッドモードパケット（ＨＭＰ）
の全方向式部分が用いられる、実施形態１に記載の方法。
【０１２８】
　３．ＯＤＰ、ＯＤＳＰ、ＨＭＰの全方向式部分は、それらがセクタ化ＴＸＯＰを予約す
るために用いられることの表示を含む、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１２９】
　４．フレーム交換がセクタ化ＴＸＯＰを予約するためのものであるかどうかを示すため
に、物理（ＰＨＹ）層コンバージェンス手順（ＰＬＣＰ）ヘッダまたはＭＡＣヘッダまた
はフレームボディにおいて、１または複数のビットが用いられる、上記実施形態のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１３０】
　５．セクタ化ＴＸＯＰに関連付けられたセクタＩＤを示すために、ＰＬＣＰヘッダまた
はＭＡＣヘッダまたはフレームボディにおいて、１または複数のビットが用いられる、上
記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１３１】
　６．アクセスポイント（ＡＰ）が、タイプ１セクタ化を用いて送信する、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
【０１３２】
　７．ＡＰが、そのプリアンブルまたはＭＡＣヘッダまたはフレームボディ内に、セクタ
化ＴＸＯＰの表示を有する、送信要求（ＲＴＳ）を送信する、上記実施形態のいずれか１
つに記載の方法。
【０１３３】
　８．セクタ化ＴＸＯＰの表示は、同じ全方向式パケットがプリアンブルまたはＭＡＣヘ
ッダまたはフレームボディ内に、セクタＩＤ表示を含むことを暗示する、上記実施形態の
いずれか１つに記載の方法。
【０１３４】
　９．受信ステーション（ＳＴＡ）は、セクタ化ＴＸＯＰがそれのために予約されるセク
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タＩＤの表示に対して、プリアンブルまたはＭＡＣヘッダまたはフレームボディを復号す
る、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１３５】
　１０．ＲＴＳが、セクタ化ＴＸＯＰの表示のみを含む、上記実施形態のいずれか１つに
記載の方法。
【０１３６】
　１１．セクタＩＤは、セクタ化およびフィードバックを用いて決定されたＳＴＡの受信
セクタに基づいて、受信ＳＴＡによって決定される、上記実施形態のいずれか１つに記載
の方法。
【０１３７】
　１２．ＳＴＡは、受信ＳＴＡがセクタ化ＴＸＯＰの表示を有するＲＴＳを復号したとき
に、セクタ化ＴＸＯＰの表示を有する全方向式送信可（ＣＴＳ）を用いて返答する、上記
実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１３８】
　１３．応答ＣＴＳは、ＲＴＳフレームからセクタＩＤをコピーする、上記実施形態のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１３９】
　１４．受信ＳＴＡが、セクタ化ＴＸＯＰの表示、およびセクタＩＤの表示を有するＣＴ
Ｓによって応答する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４０】
　１５．セクタ化ＴＸＯＰおよびセクタＩＤに対する表示が、１つのフィールドに組み合
わされる、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４１】
　１６．フィールド内のビットパターンの１つは、組み合わされた表示を運ぶパケットが
、全方向式送信のためのＴＸＯＰを予約するために用いられることを示す、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
【０１４２】
　１７．オールゼロでない、表示フィールド内のビットパターンは、セクタ化ＴＸＯＰが
それのために予約されるセクタＩＤを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４３】
　１８．プリアンブルまたはＭＡＣヘッダまたはフレームボディ内の１または複数のビッ
トは、現在の送信がセクタ化送信の一部であることを示す、上記実施形態のいずれか１つ
に記載の方法。
【０１４４】
　１９．全方向式プリアンブルは、残りのパケットがセクタ化ビームを用いて送信される
ことの１ビットインジケータを運ぶ、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４５】
　２０．応答フレームが、セクタ化送信表示を運ぶ、上記実施形態のいずれか１つに記載
の方法。
【０１４６】
　２１．セクタ化送信および関連するセクタＩＤに対する表示が、１つのフィールドに組
み合わされた、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４７】
　２２．ビットパターンの１つは、組み合わされた表示を運ぶパケットが、全方向式アン
テナパターンを用いて送信されることを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法
。
【０１４８】
　２３．オールゼロでない、表示フィールド内のビットパターンは、セクタ化送信が生じ
ているセクタのＩＤを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１４９】
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　２４．ＳＴＡおよびＡＰは、それらが重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）能力情報要素（ＩＥ）を
用いて、ＡＰ間／基本サービスセット（ＢＳＳ）間セクタ化送信トレーニング、フィード
バック、および調整を行う能力を有することの表示をもたらす、上記実施形態のいずれか
１つに記載の方法。
【０１５０】
　２５．ＯＢＳＳ能力ＩＥが、要素ＩＤ、長さ、明示的セクタ化トレーニング、暗黙的セ
クタ化トレーニング、ＯＢＳＳセクタ化フィードバックオプション、およびＯＢＳＳセク
タ化調整を含む、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５１】
　２６．要素ＩＤは、ＩＥがＯＢＳＳ能力ＩＥであることを識別する、上記実施形態のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１５２】
　２７．長さは、ＯＢＳＳ能力ＩＥの長さである、上記実施形態のいずれか１つに記載の
方法。
【０１５３】
　２８．明示的セクタ化トレーニングフィールドは、送信ＳＴＡが明示的セクタ化トレー
ニング手順の能力を有する場合は「１」を示す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方
法。
【０１５４】
　２９．暗黙的セクタ化トレーニングフィールドは、送信ステーションが暗黙的セクタ化
トレーニング手順の能力を有する場合は「１」を示す、上記実施形態のいずれか１つに記
載の方法。
【０１５５】
　３０．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニングの後に、ＯＢＳＳ　ＡＰにフ
ィードバックを直接もたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５６】
　３１．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニングの後に、それ自体のＡＰにフ
ィードバックを直接もたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５７】
　３２．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニングの後に、調整ノードにフィー
ドバックをもたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１５８】
　３３．送信ＳＴＡは、スケジュールに従ってフィードバックをもたらす、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
【０１５９】
　３４．送信ＳＴＡは、所与のビーコン間隔または部分間隔における競争ベースの方法を
用いてフィードバックをもたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６０】
　３５．送信ＳＴＡは、無線インターフェースを通してフィードバックをもたらす、上記
実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６１】
　３６．送信ＳＴＡは、有線インターフェースを通してフィードバックをもたらす、上記
実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６２】
　３７．送信ＳＴＡは、別の周波数帯域上のインターフェースを用いてフィードバックを
もたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６３】
　３８．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡからセクタ化送信トレーニングフィードバック
を直接受信する能力を有する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６４】
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　３９．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳ内のピアＡＰからセクタ化送信トレーニングフィードバ
ックを直接受信する能力を有する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６５】
　４０．送信ＳＴＡは、それに関連付けられたＳＴＡから、ＯＢＳＳセクタ化送信トレー
ニングフィードバックを受信する能力を有する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方
法。
【０１６６】
　４１．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳにわたってタイプ０セクタ化を調整する能力を有する、
上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６７】
　４２．送信ＳＴＡは、ＯＢＳＳにわたってタイプ１セクタ化を調整する能力を有する、
上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６８】
　４３．第１のＡＰは、ビーコンを送信するときに、ＯＢＳＳセクタ化送信トレーニング
、フィードバック、および調整に対する自体の能力を示すために、ＯＢＳＳ能力ＩＥを含
める、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１６９】
　４４．第２のＡＰは、第１のＡＰからビーコンを受信した後に、第１のＡＰとセクタ化
送信トレーニング、フィードバック、および調整を行う、上記実施形態のいずれか１つに
記載の方法。
【０１７０】
　４５．第１のＳＴＡは、フレーム内にＯＢＳＳ能力ＩＥを含める、上記実施形態のいず
れか１つに記載の方法。
【０１７１】
　４６．第１のＳＴＡは、それが自体のＡＰにＯＢＳＳセクタ化トレーニングフィードバ
ックを直接もたらす能力を有することを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法
。
【０１７２】
　４７．ＡＰは、ＯＢＳＳフィードバックを定期的に報告するように第１のＳＴＡに指示
する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１７３】
　４８．第１のＡＰおよび第２のＡＰは、それらが共に暗黙的ＯＢＳＳセクタ化送信トレ
ーニングおよびフィードバックの能力を有することを示す互いのビーコンを検出する、上
記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１７４】
　４９．第１のＡＰは、そのセクタトレーニングサウンドシーケンスを、ＢＳＳ内セクタ
トレーニングに対して通常通り開始する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１７５】
　５０．第２のＡＰは、第１のＡＰのセクタトレーニング時間の間はどのＳＴＡも送信し
ないように、同じ期間を沈黙時間として予約する、上記実施形態のいずれか１つに記載の
方法。
【０１７６】
　５１．第１のＡＰは、それらがＯＢＳＳセクタ化調整の、およびセクタトレーニングフ
ィードバックを直接ピアＡＰにもたらす能力を有することを示したＯＢＳＳ　ＡＰのそれ
ぞれに、スケジュールをもたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１７７】
　５２．第２のＡＰは、無競争または競争ベースのアクセスを用いてセクタトレーニング
フィードバックをもたらすように指示される、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法
。
【０１７８】
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　５３．第２のＡＰは、割り振られたセクタトレーニングフィードバックスケジュールを
受信した後に、それ自体のＢＳＳ内において自体のために、制限されたアクセスウィンド
ウ（ＲＡＷ）、定期的ＲＡＷ（ＰＲＡＷ）、または他の間隔をスケジュールする、上記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１７９】
　５４．第２のＡＰは、第１のＡＰに対するＯＢＳＳトレーニングフィードバックをもた
らすように、それら自体の関連するＡＰにＯＢＳＳセクタトレーニングフィードバックを
もたらす能力を有することを示した、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡに対してスケジュール
をもたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８０】
　５５．第２のＡＰは、第１のＡＰからのセクタトレーニング送信をリスンし、それが受
信したサウンディングパケットのセクタＩＤを干渉セクタとして記録する、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
【０１８１】
　５６．第２のＢＳＳ内のＳＴＡは、第２のＡＰからのセクタトレーニング送信をリスン
し、それが受信したサウンディングパケットのセクタＩＤを干渉セクタとして記録する、
上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８２】
　５７．第２のＡＰおよび第２のＢＳＳ内のＳＴＡは、ＯＤＰ、ＯＤＳＰ、またはＨＭＰ
の全方向式部分を、セクタ化ＴＸＯＰを予約する非ＡＰ　ＳＴＡから受信した場合は、セ
クタＩＤを干渉セクタとして記録する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８３】
　５８．第２のＢＳＳ内のＳＴＡは、干渉セクタについて、およびそれらが認識した関連
するＢＳＳＩＤについて、ＯＢＳＳセクタレポートを第２のＡＰにもたらす、上記実施形
態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８４】
　５９．第２のＡＰは競合セクタテーブルを構築する、上記実施形態のいずれか１つに記
載の方法。
【０１８５】
　６０．第２のＡＰは、分散型調整において、競合セクタテーブルを第１のＡＰにもたら
す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８６】
　６１．第１のＡＰは、第２のＡＰから受信した情報を用いて、それ自体の競合セクタテ
ーブルを強化する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８７】
　６２．第１のＡＰは、それに関連付けられたすべてのＳＴＡに、競合セクタテーブルを
ブロードキャストする、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８８】
　６３．第２のＡＰは、集中型調整において、競合セクタテーブルを調整ＡＰにもたらす
、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１８９】
　６４．調整ＡＰは、ＯＢＳＳ内のすべてのＡＰからのすべて競合セクタテーブルのコピ
ーを有し、それらを一緒にＯＢＳＳ競合セクタテーブルにマージする、上記実施形態のい
ずれか１つに記載の方法。
【０１９０】
　６５．ＯＢＳＳ競合セクタテーブルは、ＡＰのそれぞれに分配される、上記実施形態の
いずれか１つに記載の方法。
【０１９１】
　６６．第２のＡＰは、その到達範囲内のすべてのＳＴＡに対してＯＢＳＳセクタトレー
ニングを行う、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
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【０１９２】
　６７．第２のＡＰは、第１のＢＳＳ内のすべてのＳＴＡから、および第１のＡＰからフ
ィードバックを直接受信する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１９３】
　６８．第１のＡＰは、それに関連付けられたすべてのＳＴＡからすべてのＯＢＳＳセク
タフィードバックを収集し、競合セクタテーブルを構築し、それを第２のＡＰに送信する
、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１９４】
　６９．第１のＡＰは、集中型調整方式において、競合セクタテーブルを調整ＡＰに送信
する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１９５】
　７０．第１のＡＰは、それに関連付けられていないその到達範囲内のＳＴＡのリストを
認識する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１９６】
　７１．第１のＡＰは、すべてのＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰへのブロードキャストまた
はマルチキャストセクタ測定要求を、それに続いてそのセクタのそれぞれに対してヌルデ
ータパケット（ＮＤＰ）を送信する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１９７】
　７２．第１のＡＰは、セクタフィードバックポールを送信する、上記実施形態のいずれ
か１つに記載の方法。
【０１９８】
　７３．ＯＢＳＳ　ＳＴＡおよびＡＰは、予め決められた順序に従ってセクタトレーニン
グフィードバックを送信する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０１９９】
　７４．第２のＡＰは、第２のＡＰに関連付けられたＳＴＡからＯＢＳＳセクタトレーニ
ングを収集するために、セクタフィードバックポールを送信する、上記実施形態のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２００】
　７５．第２のＡＰは、その到達範囲内のすべてのＳＴＡに対して、ＯＢＳＳセクタトレ
ーニングを行う、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２０１】
　７６．各ＡＰは、そのＢＳＳ内のすべてのＳＴＡに、ＯＢＳＳ競合セクタテーブルをブ
ロードキャストする、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２０２】
　７７．ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、第２のＴＸＯＰにおける関連するセクタ化送信フレ
ーム交換シーケンスが、第１のＴＸＯＰにおけるセクタ化送信フレーム交換シーケンスと
競合しないことが知られている場合に、それ自体のセクタ化ＴＸＯＰを起動する、上記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２０３】
　７８．第１のＡＰは、ＮＡＶがいずれのセクタに対しても設定されていない場合は、第
１のＳＴＡに宛てられた全方向式ＲＴＳを用いて、第１のＳＴＡとのセクタ化ＴＸＯＰを
予約する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２０４】
　７９．第１のＳＴＡは、第１のＳＴＡがセクタ化ＴＸＯＰ表示を運ぶＲＴＳを受信した
ときは、セクタ化ＴＸＯＰ表示を運ぶ全方向式ＣＴＳを送信することによって応答する、
上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２０５】
　８０．第１のＡＰは、第１のＳＴＡからＣＴＳを受信した後に、セクタ化ＴＸＯＰ表示
を運ぶ全方向式部分によって、第１のＳＴＡにＨＭＰを送信し始める、上記実施形態のい
ずれか１つに記載の方法。
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【０２０６】
　８１．第１のＳＴＡは、全方向式フレームによって応答する、上記実施形態のいずれか
１つに記載の方法。
【０２０７】
　８２．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それがＯＤＰ、ＯＤＳＰ、またはＨＭＰのオムニ部分を受
信したときは、セクタ化ＴＸＯＰ表示を調べることによって、オムニ送信がセクタ化ＴＸ
ＯＰを予約するためのものであるかどうかを評価する、上記実施形態のいずれか１つに記
載の方法。
【０２０８】
　８３．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それ自体の競合セクタテーブルを評価する、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
【０２０９】
　８４．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、干渉セクタが発見された場合は、セクタ化ＴＸＯＰの持続
期間の間、ＮＡＶを設定する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１０】
　８５．ＳＴＡは、ＮＡＶがそれに対して設定されていないセクタのために、そのセクタ
においてセクタ化ＲＴＳを送信することによって、セクタ化ＴＸＯＰを予約する、上記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１１】
　８６．セクタ化ＲＴＳによって予約されたセクタ化ＴＸＯＰは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡのセ
クタのいずれかにおける最も短いＮＡＶより遅れることなく終了することが要求される、
上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１２】
　８７．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、セクタ化ＴＸＯＰ表示を運ぶＲＴＳを受信したときは、セ
クタ化ＴＸＯＰを予約するためにＲＴＳが用いられることを認識する、上記実施形態のい
ずれか１つに記載の方法。
【０２１３】
　８８．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＣＴＳまたはＨＭＰを検出するモードにある、上記実施形
態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１４】
　８９．セクタ化ＴＸＯＰのために予約するＲＴＳを検出したが、ＳＴＡからの全方向式
ＣＴＳを感知しない場合は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、それら自体のためにセクタ化ＴＸＯＰ
を予約しようと試みる、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１５】
　９０．ＡＰは、ＯＤＳＰとセクタ化パケットの組み合わせを送信する、上記実施形態の
いずれか１つに記載の方法。
【０２１６】
　９１．ＯＤＳＰおよびセクタ化パケットは、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表
示を運ぶ、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１７】
　９２．ＳＴＡはセクタ化ＴＸＯＰを起動する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方
法。
【０２１８】
　９３．ＳＴＡは、ＳＴＡが全方向式ビームを用いて送信または受信する能力を有するだ
けである場合は、セクタ化ＴＸＯＰおよびセクタＩＤ表示の表示を有するトリガフレーム
をＡＰに送信する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２１９】
　９４．ＳＴＡは、ＮＡＶがいずれのセクタに対しても、またはＳＴＡの全方向式アンテ
ナパターンに対しても設定されていない場合は、ＡＰに宛てられた全方向式ＲＴＳを用い
て、ＡＰとのセクタ化ＴＸＯＰを予約する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
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【０２２０】
　９５．全方向式ＲＴＳは、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ表示を運ぶ、上記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２２１】
　９６．ＳＴＡは、ＮＡＶがＳＴＡのセクタのいくつかに対してセットアップされており
、送信セクタが現在のセクタＮＡＶと競合しない場合は、セクタ化ＴＸＯＰの表示、セク
タＩＤ表示、およびセクタ化送信表示を有するセクタ化トリガフレームをＡＰに送信する
、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２２２】
　９７．セクタ化トリガフレームによって予約されたセクタ化ＴＸＯＰは、ＳＴＡのセク
タのいずれかにおける最も短いＮＡＶより遅れることなく終了する、上記実施形態のいず
れか１つに記載の方法。
【０２２３】
　９８．ＡＰは、ＮＡＶがＡＰのセクタのいずれに対しても設定されていない場合は、一
致するアドレスを有し、セクタ化ＴＸＯＰおよびセクタＩＤ表示を運ぶトリガフレームの
受信に応答して、全方向式部分によってＨＭＰをＳＴＡに送信する、上記実施形態のいず
れか１つに記載の方法。
【０２２４】
　９９．ＨＭＰは、全方向式およびセクタ化部分において、セクタ化送信表示を運ぶ、上
記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２２５】
　１００．セクタＩＤ表示は、先行するトリガフレームのセクタＩＤ表示フィールドから
コピーされる、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２２６】
　１０１．ＡＰは、ＯＤＳＰとセクタ化パケットの組み合わせを送信する、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
【０２２７】
　１０２．ＯＤＳＰおよびセクタ化パケットは、セクタ化ＴＸＯＰ表示およびセクタＩＤ
表示を運ぶ、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２２８】
　１０３．ＡＰは、ＮＡＶがＡＰのセクタのいくつかに対して設定されている場合で、セ
クタ化ＴＸＯＰにおけるセクタ化送信が、現在のセクタＮＡＶと干渉しないとＡＰがそれ
に応答して決定した場合は、ＳＴＡに対してセクタ化パケットによって応答する、上記実
施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２２９】
　１０４．ＡＰは、ＡＰとＳＴＡの間のセクタ化ＴＸＯＰが、ＡＰのセクタのいずれかに
おける最も短いＮＡＶより遅れることなく終了する場合は、ＳＴＡに対してセクタ化パケ
ットによって応答する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３０】
　１０５．ＳＴＡは、ＨＭＰを受信したときは、全方向式またはセクタ化フレームによっ
て応答する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３１】
　１０６．全方向式フレームは、セクタ化ＴＸＯＰを延長するために、セクタ化ＴＸＯＰ
およびセクタＩＤ表示を運ぶ、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３２】
　１０７．全方向式フレームは、それがフレーム交換シーケンスの最後のフレームである
ときは、表示を運ばない、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３３】
　１０８．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、ＨＭＰパケットの全方向式部分を受信したときは、セク
タ化ＴＸＯＰを予約するためのＨＭＰが用いられることを認識する、上記実施形態のいず
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れか１つに記載の方法。
【０２３４】
　１０９．ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、セクタ化ＴＸＯＰを予約するためのＨＭＰのＯＤＳＰ部
分を検出し、ＯＢＳＳ　ＳＴＡに先行するトリガフレームを感知しない場合は、セクタ化
ＴＸＯＰを予約しようと試みる、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３５】
　１１０．高速セクタフィードバックＩＥが用いられる、上記実施形態のいずれか１つに
記載の方法。
【０２３６】
　１１１．高速セクタフィードバックＩＥは、要素ＩＤフィールド、長さフィールド、高
速セクタフィードバック対応フィールド、高速セクタフィードバック動作フィールド、許
容空間直交（ＳＯ）条件フィールド、セクタ化方向フィールド、およびＨＭＰ／ＯＤＳＰ
使用フィールドを含む、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３７】
　１１２．高速セクタフィードバック対応フィールドは、ＡＰまたはＳＴＡが高速セクタ
フィードバック対応の能力を有するかどうかを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載
の方法。
【０２３８】
　１１３．高速セクタフィードバック動作フィールドは、高速セクタフィードバック動作
が用いられるかどうかを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２３９】
　１１４．許容ＳＯ条件フィールドは、どのＳＯ条件が送信器によってサポートされるか
、または現在のＢＳＳにおいて用いられるかを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載
の方法。
【０２４０】
　１１５．セクタ化方向フィールドは、ＢＳＳにおいてどの方向にセクタ化送信が用いら
れるか、または送信器によってサポートされるかを示す、上記実施形態のいずれか１つに
記載の方法。
【０２４１】
　１１６．ＨＭＰ／ＯＤＳＰ使用フィールドは、セクタ化ＴＸＯＰを予約するためにＨＭ
Ｐが用いられるか、ＯＤＳＰが用いられるかを示す、上記実施形態のいずれか１つに記載
の方法。
【０２４２】
　１１７．Ｓ１Ｇ　ＡＰは、管理フレーム、制御フレーム、および拡張フレームのいずれ
か１つにおいて、高速セクタフィードバックＩＥを含む、上記実施形態のいずれか１つに
記載の方法。
【０２４３】
　１１８．Ｓ１Ｇ　ＳＴＡは、管理フレーム、制御フレーム、および拡張フレームのいず
れか１つにおいて、高速セクタフィードバックＩＥを含む、上記実施形態のいずれか１つ
に記載の方法。
【０２４４】
　１１９．ＳＴＡは、最後のセクタ化送信から、ＳＴＡのセクタが変化した場合は、高速
セクタフィードバックをＰＡにもたらす、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２４５】
　１２０．ＳＴＡは、セクタトレーニング要求をＡＰに送信する、上記実施形態のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２４６】
　１２１．ＡＰは、セクタトレーニング要求の時点から所定の間隔以内で開始するように
、定期的セクタトレーニングを指し示すパケットを要求ＳＴＡに送信する、上記実施形態
のいずれか１つに記載の方法。
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【０２４７】
　１２２．ＡＰは、セクタトレーニング要求の受信を肯定応答するために、ＡＣＫを送信
する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２４８】
　１２３．ＡＰは、セクタトレーニング要求から開始する所定の間隔以内に、セクタトレ
ーニングを起動する、上記実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２４９】
　１２４．ＡＰは、ＡＰが予め決められた数のＳＴＡからセクタトレーニング要求フレー
ムを受信した後に、セクタトレーニングを起動する、上記実施形態のいずれか１つに記載
の方法。
【０２５０】
　１２５．ＡＰは、セクタトレーニングフィードバックを送信するためのタイムスロット
をＳＴＡに割り振るように、リソース割り当てフレームを用いる、上記実施形態のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２５１】
　１２６．ＡＰにまだ関連付けられていないＳＴＡは、セクタトレーニングパケットを漏
れ聞き、関連付けの間にＡＰに送信されるフレーム内に、そのセクタＩＤを含める、上記
実施形態のいずれか１つに記載の方法。
【０２５２】
　１２７．高速セクタフィードバック対応ＳＴＡは、ＳＴＡおよびＡＰがセクタ化ＴＸＯ
Ｐを予約するときに、ＡＰへのＵＬパケット内に新しいセクタを含める、上記実施形態の
いずれか１つに記載の方法。
【０２５３】
　１２８．上記実施形態のいずれかに記載の方法を行うように構成されたＷＴＲＵであっ
て、
　受信器と、
　送信器と、
　送信器および受信器と通信するプロセッサと
　を備える、ＷＴＲＵ。
【０２５４】
　１２９．実施形態１から１２７のいずれかに記載の方法を行うように構成された基地局
。
【０２５５】
　１３０．実施形態１から１２７のいずれかに記載の方法を行うように構成された集積回
路。
【０２５６】
　１３１．第１のアクセスポイント（ＡＰ）におけるＷｉＦｉセクタ化メディアアクセス
制御（ＭＡＣ）強化（ＷｉＳＥ　ＭＡＣ）のための方法であって、
　重複基本サービスセット（ＯＢＳＳ）能力情報要素（ＩＥ）を含むビーコンまたは他の
管理フレームを、第２のＡＰに送信するステップと、
　送信されたビーコンに基づいて第２のＡＰから、セクタ化送信トレーニング、フィード
バック、および調整を受信するステップと、
　ステーション（ＳＴＡ）から、ＳＴＡがＯＢＳＳセクタ化トレーニングフィードバック
をもたらす能力を有することの表示を受信するステップと、
　ＯＢＳＳフィードバックを定期的に報告するようにＳＴＡに指示するステップと
　を含む、方法。
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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